
  

(１) 昭和２１年７月４日第三種郵便物認可（第１・第３土曜、日曜・祝日除く 日刊） 令和４年（２０２２年）１２月１日 （木曜日） 第２１４４８号

きょうの紙面きょうの紙面

関東信越版５
走行距離税導入求める・北関東

国際商況版４
ＵＡＥ・アブダビ、生産能力拡張前倒し

西日本総合版３
セルフ低市況脱せず・和歌山市

総合版２
油外アプローチセンス問われる・広島市

山梨・静岡版６
静岡シェル石油販売 池田社長に聞く

水
素
産
業
戦
略
策
定

経
産
省
が
2023
年
度
に

　

経
済
産
業
省
は
水
素
産

業
戦
略
を
２
０
２
３
年
度

に
策
定
す
る
方
針
だ
。
水

素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

既
存
設
備
改
修
、
研
究
開

発
を
進
め
る
た
め
に
必
要

な
施
策
を
ま
と
め
る
。
官

民
合
わ
せ
て
今
後
10
年
間

で
約
７
兆
円
の
水
素
関
連

投
資
実
現
を
目
指
す
。

石油製品卸価格調査（2022年10月分）
（単位 :円 /ℓ）

油種
地域

レギュラーガソリン 軽　　　油 灯　　　油
10月価格 前月比 10月価格 前月比 10月価格 前月比

北海道局 134.1 0.2 82.5 ▲ 0.2 82.3 0.1
青       森 133.9 ▲ 0.1 82.4 ▲ 0.2 82.5 0.2
岩       手 133.9 0.0 82.6 ▲ 0.2 81.7 0.0
宮       城 134.1 ▲ 0.1 82.9 0.3 82.2 0.3
秋       田 134.7 0.1 83.1 0.0 82.8 0.2
山       形 134.9 0.0 83.4 0.1 82.1 0.0
福       島 133.8 ▲ 0.7 82.9 ▲ 0.3 81.9 ▲ 0.3
東  北  局 134.2 ▲ 0.1 82.9 0.0 82.2 0.1
茨       城 135.3 1.1 84.4 1.9 83.6 1.2
栃       木 134.3 ▲ 0.6 82.4 ▲ 0.3 82.4 0.0
群       馬 135.6 ▲ 0.1 84.3 ▲ 0.3 84.4 0.0
埼       玉 133.4 0.3 82.3 0.1 82.0 ▲ 0.1
千       葉 132.6 ▲ 0.1 81.4 0.0 81.2 0.0
東       京 132.6 ▲ 0.2 81.0 ▲ 0.3 80.9 0.3
神  奈  川 132.6 0.0 81.2 0.0 81.5 0.5
新       潟 135.3 0.7 83.9 0.4 83.8 0.5
長       野 135.6 0.5 84.0 0.2 83.6 0.3
山       梨 134.3 0.1 82.9 0.2 83.0 0.3
静       岡 134.5 ▲ 0.2 83.1 0.0 83.2 0.0
関  東  局 134.1 0.1 82.8 0.2 82.7 0.2
愛       知 132.6 0.2 81.0 0.1 81.3 0.2
岐       阜 132.9 ▲ 0.4 81.7 ▲ 0.1 81.4 ▲ 0.4
三       重 132.6 ▲ 0.2 81.0 ▲ 0.1 81.0 ▲ 0.4
富       山 134.9 0.5 83.2 0.4 83.0 0.4
石       川 135.4 0.3 84.2 0.4 84.0 0.3
中  部  局 133.5 0.1 82.0 0.1 82.0 0.0
福       井 134.5 ▲ 0.1 83.6 0.1 83.3 ▲ 0.3
滋       賀 135.0 1.4 81.6 ▲ 0.1 82.2 0.0
京       都 133.3 ▲ 0.1 81.9 ▲ 0.1 81.6 0.2
奈       良 133.2 0.0 81.6 0.0 81.8 0.0
大       阪 132.9 0.2 81.2 ▲ 0.1 81.3 ▲ 0.3
兵       庫 132.9 ▲ 0.8 81.7 ▲ 0.1 82.0 ▲ 0.1
和  歌  山 133.3 0.2 82.2 0.0 82.2 0.3
近  畿  局 133.5 0.1 81.9 0.0 82.0 ▲ 0.1
鳥       取 133.9 ▲ 0.8 82.9 ▲ 0.5 82.8 ▲ 0.1
島       根 134.8 ▲ 0.1 83.7 0.3 83.4 0.6
岡       山 132.5 ▲ 0.2 81.3 0.0 81.4 0.0
広       島 133.3 0.0 81.8 ▲ 0.2 81.9 ▲ 0.2
山       口 133.7 ▲ 0.2 82.3 0.0 82.1 ▲ 0.1
中  国  局 133.6 ▲ 0.3 82.4 0.0 82.3 0.0
徳       島 137.3 0.5 85.3 0.4 84.8 0.3
香       川 134.1 0.8 82.9 0.8 82.6 0.6
愛       媛 133.6 ▲ 0.2 82.3 ▲ 0.1 82.5 0.2
高       知 134.7 0.3 83.4 0.1 83.3 0.1
四  国  局 135.0 0.3 83.5 0.2 83.4 0.3
福       岡 134.4 ▲ 0.3 83.4 0.0 82.3 ▲ 0.2
佐       賀 134.5 0.4 82.9 0.3 83.1 0.9
長       崎 136.1 0.1 85.0 0.4 84.4 0.2
熊       本 134.3 ▲ 0.1 82.9 0.0 82.9 ▲ 0.1
大       分 132.7 ▲ 0.3 81.4 0.0 81.4 ▲ 0.1
宮       崎 133.8 ▲ 0.9 82.3 ▲ 0.1 82.3 ▲ 0.3
鹿  児  島 136.3 ▲ 0.5 84.5 ▲ 0.2 84.6 ▲ 0.3
九  州  局 134.6 ▲ 0.2 83.2 0.0 83.0 ▲ 0.1
沖  縄  局 136.5 ▲ 3.0 87.7 ▲ 1.7 86.1 ▲ 0.4
全       国 134.1 ▲ 0.1 82.7 0.1 82.5 0.0
（注）元売会社の特約店向け卸価格（消費税抜き）。ＳＳ

持ち届け価格。軽油は軽油引取税抜き価格。調査価
格の最高値、最低値それぞれ2.5％を除外して算
出（全国：全調査データの2.5％除外、都道府県：当
該都道府県ごとの調査データの2.5％除外。なお
局については対象都道府県の平均）。▲は下落

（
１
）

　

２
０
２
２
年
も
残
り
１

カ
月
と
な
っ
た
。
以
前
に

く
ら
べ
て
暦
の
メ
リ
ハ
リ

が
つ
き
に
く
く
な
っ
た
と

は
い
え
、
多
忙
に
動
き
回

っ
て
い
る
う
ち
に
気
が
つ

け
ば
大
み
そ
か
と
い
う
可

能
性
も
あ
る
。
取
材
を
進

め
て
い
る
と
、
10
月
あ
た

り
か
ら
「
今
年
は
一
年
が

速
か
っ
た
」
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
は
馴
れ

て
き
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
そ
の
後
の
原
油

市
場
の
激
し
い
値
動
き
、

政
府
の
燃
料
油
価
格
激
変

緩
和
事
業
、
円
安
ド
ル
高

の
急
進
と
、
石
油
業
界
の

周
辺
で
日
常
と
は
異
な
る

事
象
が
次
々
に
発
生
し
た

か
ら
だ
ろ
う
。

（
２
）

　

１
年
前
の
12
月
に
は
、

岸
田
首
相
が
〝
新
し
い
資

本
主
義
〞
を
掲
げ
、
ド
イ

ツ
で
は
メ
ル
ケ
ル
首
相
が

引
退
、
前
澤
友
作
氏
の
宇

宙
旅
行
な
ど
が
話
題
に
な

っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
数
を
大
幅
に
引
き
上

げ
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
国

内
初
感
染
者
が
都
内
で
確

認
さ
れ
た
の
も
12
月
だ
っ

た
。
冷
静
に
振
り
返
れ
ば

昨
年
12
月
の
出
来
事
は
随

分
以
前
に
思
え
「
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
」
と
の

実
感
と
は
裏
腹
に
、
１
年

の
長
さ
を
再
認
識
す
る
。

（
３
）

　

ち
な
み
に
昨
年
12
月
の

ガ
ソ
リ
ン
国
内
販
売
量
は

コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年

同
月
比
94
・
９
％
、
灯
油

94
・
０
％
、
軽
油
98
・
６

％
、
Ａ
重
油
１
０
１
・
４

％
だ
っ
た
。
業
界
で
は
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
に
用
い
る
尿

素
水
の
供
給
難
、
燃
料
油

価
格
激
変
緩
和
事
業
ス
タ

ー
ト
（
初
回
発
動
は
１
月

27
日
）
な
ど
も
大
き
な
話

題
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
・
個
人
が
「
あ
の

年
の
師
走
は
良
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
得
る
１
カ
月

に
し
て
ほ
し
い
。

社 説
非
日
常
な
１
年

も
残
り
１
カ
月

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
11
月
30

日
、
１
日
か
ら
７
日
分
に

適
用
す
る
ガ
ソ
リ
ン
、
中

間
留
分
「
基
準
価
格
」
の

改
定
方
針
を
決
め
、
系
列

特
約
店
に
通
知
し
た
。
特

約
店
筋
に
よ
る
と
、
ガ
ソ

リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
、
一

般
Ａ
重
油
、
Ｌ
Ｓ
（
低
硫

黄
）
Ａ
重
油
の
全
油
種
が

前
週
比
で
㍑
５
円
の
値
下

げ
だ
っ
た
。

　

原
油
相
場
は
中
国
を
中

心
と
す
る
景
気
減
速
懸
念

が
下
押
し
材
料
に
な
っ

た
。
円
高
ド
ル
安
傾
向
が

続
い
て
い
る
こ
と
も
原
油

調
達
コ
ス
ト
に
影
響
し
た

も
よ
う
だ
。

　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
自
社
算

定
分
の
値
下
げ
は
全
油
種

と
も
11
月
17
〜
23
日
（
３

円
50
銭
）
か
ら
３
週
連

続
。
政
府
の
仕
切
り
補
助

が
19
円
50
銭
と
約
８
カ
月

ぶ
り
に
20
円
を
割
る
た
め

実
質
仕
切
り
は
全
油
種
１

円
20
銭
上
げ
と
な
る
。

出

光

出

光

　

出
光
興
産
は
、
１
日
か

ら
７
日
出
荷
分
の
石
油
製

品
仕
切
価
格
を
打
ち
出
し

た
。
特
約
販
売
店
に
よ
る

と
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽

油
、
Ａ
重
油
と
も
に
前
週

比
㍑
５
円
引
き
下
げ
る
。

　

政
府
補
助
金
が
６
円
20

銭
縮
小
す
る
た
め
、
実
質

的
に
は
１
円
20
銭
の
値
上

げ
に
な
る
。
出
光
算
定
ベ

ー
ス
の
仕
切
価
格
は
３
週

続
落
で
、
こ
の
間
に
15
円

下
が
っ
た
。
一
方
、
補
助

金
を
含
め
た
実
質
仕
切
り

は
４
週
連
続
で
上
昇
し
、

こ
の
間
に
２
円
80
銭
引
き

上
が
っ
て
い
る
。

コ

ス

モ

コ

ス

モ

　

系
列
特
約
店
に
よ
る

と
、
コ
ス
モ
石
油
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
１
日
か
ら
７

日
出
荷
分
の
石
油
製
品
仕

切
価
格
（
コ
ス
モ
指
標
価

格
）
を
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
軽
油
、
Ａ
重
油
と
も

に
前
週
比
㍑
５
円
引
き
下

げ
る
。

　

た
だ
激
変
緩
和
事
業
の

政
府
補
助
金
が
６
円
20
銭

縮
小
さ
れ
、
実
質
仕
切
り

は
１
円
20
銭
の
上
昇
に
な

る
。
元
売
ベ
ー
ス
の
仕
切

価
格
は
３
週
続
落
、
実
質

ベ
ー
ス
で
は
４
週
連
続
で

上
昇
す
る
。

　

原
油
コ
ス
ト
が
下
落
す
る
一
方
で
、
政
府

補
助
金
も
縮
小
す
る
展
開
が
続
い
て
い
る
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
、
出
光
興
産
、
コ
ス
モ
石
油
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
１
日
以
降
分
の
仕
切
り
方

針
は
、
３
社
と
も
に
前
週
比
㍑
５
円
の
下
落

に
な
っ
た
。原
油
コ
ス
ト
の
軟
化
を
受
け
て
、

燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
事
業
の
政
府
補
助
額

は
19
円
50
銭
に
６
円
20
銭
減
額
さ
れ
、
補
助

を
織
り
込
ん
だ
実
質
仕
切
り
は
１
円
20
銭
の

上
昇
と
な
っ
た
。
当
週
は
月
初
め
の
改
定
だ

が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
原
油
の
11
月
調
整
金

（
ア
ジ
ア
向
け
・
ア
ラ
ビ
ア
ン
ラ
イ
ト
）
は

前
月
比
横
ば
い
で
、
仕
切
価
格
に
は
影
響
し

て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
＝
別
表
参
照
。

　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
11
月
29

日
、
公
益
信
託
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
水
素
基
金
（
運
営
委
員

長
・
北
川
進
京
都
大
学
特

別
教
授
、
受
託
者
・
三
井

住
友
信
託
銀
行
）
の
設
立

15
周
年
記
念
式
典
と
第
17

回
（
２
０
２
２
年
度
）
研

究
助
成
金
贈
呈
式
を
東
京

・
千
代
田
区
の
学
士
会
館

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

開
催
し
た
。

　

同
基
金
は
２
０
０
６
年

に
創
設
。
水
素
供
給
に
関

す
る
「
独
創
的
か
つ
先
導

的
な
基
礎
研
究
」
に
対

し
、
年
間
総
額
５
０
０
０

万
円
（
１
件
当
た
り
上
限

１
０
０
０
万
円
）
の
助
成

金
を
拠
出
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
34
件
の
応
募

の
な
か
か
ら
製
造
分
野
で

田
代
啓
悟
成
蹊
大
学
助

教
、
田
中
大
輔
関
西
学
院

大
学
教
授
、
畠
山
一
翔
熊

本
大
学
助
教
、
貯
蔵
・
輸

送
分
野
で
中
山
穣
横
浜
国

立
大
学
助
教
、
宮
岡
裕
樹

広
島
大
学
准
教
授
、
Ｃ

Ｏ
２

固
定
化
・
削
減
分
野

で
宮
田
潔
志
九
州
大
学
助

教
の
６
氏
を
選
び
、
助
成

金
の
目
録
を
贈
呈
し
た
。

　

贈
呈
式
の
会
場
開
催
は

２
０
１
９
年
以
来
。
委
託

者
代
表
で
あ
い
さ
つ
し
た

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
藤
山
優
一

郎
常
務
執
行
役
員
中
央
技

術
研
究
所
長
は
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な

水
素
社
会
の
実
現
に
は
ま

だ
新
し
い
技
術
が
必
要

だ
。
基
礎
研
究
か
ら
次
の

革
新
的
技
術
が
生
ま
れ

る
。
本
日
の
助
成
者
の
方

々
に
は
よ
り
革
新
的
で
斬

新
な
研
究
を
が
ん
ば
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
助
成
研

究
の
成
果
に
大
き
な
期
待

を
示
し
た
。

　

周
年
式
典
は
５
年
に
１

度
行
い
、
昨
年
が
15
周
年

に
あ
た
る
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
今
年
に
持

ち
越
し
た
。
式
典
で
は
前

運
営
委
員
長
の
堂
免
一
成

東
京
大
学
特
別
教
授
が

「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
水
素
基
金

と
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
役
割
」
と
題
し
記

念
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
過
去
の
助
成
者

か
ら
研
究
成
果
が
顕
著
と

し
て
全
運
営
委
員
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
選
出
し
た
永
岡

勝
俊
名
古
屋
大
学
教
授
、

西
林
仁
昭
東
京
大
学
教

授
、
姫
田
雄
一
郎
産
業
技

術
総
合
研
究
所
首
席
研
究

員
の
３
氏
に
顕
彰
金
目
録

を
贈
り
、
各
氏
が
記
念
講

演
を
行
っ
た
。

助成金贈呈式の様子

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

11
月
30
日
公
表
し
た
10
月

分
の
石
油
製
品
卸
価
格
調

査
の
結
果
に
よ
る
と
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
の
全

国
平
均
価
格
は
㍑
１
３
４

円
10
銭
で
前
月
比
10
銭
値

下
が
り
し
た
。
軽
油
は
10

銭
値
上
が
り
82
円
70
銭
。

灯
油
は
82
円
50
銭
で
横
ば

い
だ
っ
た
＝
別
表
参
照
。

　

原
油
高
騰
に
よ
る
燃
料

油
価
格
の
急
上
昇
を
抑
え

る
激
変
緩
和
措
置
が
継
続

さ
れ
て
お
り
、
大
手
元
売

の
卸
価
格
が
小
幅
な
変
動

に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
反

映
し
た
よ
う
だ
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
値
下
が
り

は
８
月
以
来
、
２
カ
月
ぶ

り
。
軽
油
は
わ
ず
か
な
が

ら
２
カ
月
連
続
で
値
上
が

り
し
た
。
灯
油
は
９
月
か

ら
２
カ
月
同
値
だ
っ
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
は
沖
縄
県
の

３
円
を
最
大
と
し
て
、
宮

崎
県
の
90
銭
な
ど
24
都
府

県
で
値
下
が
り
し
た
が
、

滋
賀
県
の
最
大
１
円
40

銭
、
茨
城
県
の
１
円
10
銭

な
ど
18
道
府
県
で
は
値
上

が
り
し
た
。
最
安
値
は
１

３
２
円
50
銭
（
岡
山
県
）

で
、
前
月
の
最
安
値
（
東

京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
愛

知
、
三
重
５
都
県
）
よ
り

10
銭
下
落
し
た
。

　

軽
油
は
19
都
道
府
県
で

値
下
が
り
す
る
一
方
、
17

県
で
は
値
上
が
り
し
た
。

沖
縄
県
で
最
大
１
円
70
銭

下
落
し
た
の
に
対
し
、
茨

城
県
で
は
最
大
１
円
90
銭

上
昇
し
た
の
が
目
立
つ
。

　

灯
油
は
10
銭
（
北
海

道
、
高
知
県
）
〜
茨
城
県

の
最
大
１
円
20
銭
と
22
都

道
府
県
で
値
上
が
り
し
た

が
、
16
府
県
で
は
10
〜
40

銭
値
下
が
り
し
て
い
る
。

元売仕切価格改定幅（カッコ内は補助金を加味した実質） （前週比、円/ℓ）

油種 ENEOS 出光興産 コスモ
補助金額

支給単価 前週比増減

11月第1週
（3～9日）

ガソリン ▲2.5（▲2.4）▲2.5（▲2.4）▲2.5（▲2.4）

36.3 ▲0.1

軽 油 ▲2.5（▲2.4）▲2.5（▲2.4）▲2.5（▲2.4）
灯 油 ▲2.5（▲2.4）▲2.5（▲2.4）▲2.5（▲2.4）
一般Ａ重油 ▲2.5（▲2.4）

▲2.5（▲2.4）▲2.5（▲2.4）
LSA重油 ▲2.5（▲2.4）

11月第2週
（10～16日）

ガソリン 1.0（1.0） 1.0（1.0） 1.0（1.0）

36.3 0.0 

軽 油 1.0（1.0） 1.0（1.0） 1.0（1.0）
灯 油 1.0（1.0） 1.0（1.0） 1.0（1.0）
一般Ａ重油 1.0（1.0）

1.0（1.0） 1.0（1.0）
LSA重油 1.0（1.0）

11月第3週
（17～23日）

ガソリン ▲3.5（0.5） ▲3.5（0.5） ▲3.5（0.5）

32.3 ▲4.0

軽 油 ▲3.5（0.5） ▲3.5（0.5） ▲3.5（0.5）
灯 油 ▲3.5（0.5） ▲3.5（0.5） ▲3.5（0.5）
一般Ａ重油 ▲3.5（0.5）

▲3.5（0.5） ▲3.5（0.5）
LSA重油 ▲3.5（0.5）

11月第4週
（24～30日）

ガソリン ▲6.5（0.1） ▲6.5（0.1） ▲6.5（0.1）

25.7 ▲6.6

軽 油 ▲6.5（0.1） ▲6.5（0.1） ▲6.5（0.1）
灯 油 ▲6.5（0.1） ▲6.5（0.1） ▲6.5（0.1）
一般Ａ重油 ▲6.5（0.1）

▲6.5（0.1） ▲6.5（0.1）
LSA重油 ▲6.5（0.1）

12月第1週
（1～7日）

ガソリン ▲5.0（1.2） ▲5.0（1.2） ▲5.0（1.2）

19.5 ▲6.2

軽 油 ▲5.0（1.2） ▲5.0（1.2） ▲5.0（1.2）
灯 油 ▲5.0（1.2） ▲5.0（1.2） ▲5.0（1.2）
一般Ａ重油 ▲5.0（1.2）

▲5.0（1.2） ▲5.0（1.2）
LSA重油 ▲5.0（1.2）

※実質の仕切価格改定幅は「元売算定の仕切り改定幅」（各社の表左側の値）から「補助金の増減額」を
引いて算出。▲は下落。

情
報
セ
ン
週
次
市
況

　

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
が

公
表
し
た
11
月
28
日
時
点

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン

全
国
平
均
値
は
、
前
週
か

ら
変
わ
ら
ず
㍑
１
６
７
円

60
銭
だ
っ
た
。
５
週
ぶ
り

に
下
げ
止
ま
っ
た
。
実
質

仕
切
り
（
24
日
以
降
）
が

10
銭
の
引
き
上
げ
に
と
ど

ま
っ
た
な
か
で
全
国
的
に

上
げ
下
げ
は
小
幅
と
な
っ

て
お
り
、
大
勢
の
Ｓ
Ｓ
が

前
週
価
格
を
維
持
し
た
。

　

本
紙
算
定
マ
ー
ジ
ン
は

20
円
30
銭
で
、
前
週
か
ら

10
銭
減
少
し
た
も
の
の
、

２
週
連
続
で
20
円
台
を
維

持
し
て
い
る
。
粗
利
率
は

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

13
・
３
％
と
な
る
。
地
域

別
に
み
る
と
16
都
県
が
上

昇
し
、
25
道
府
県
が
下

落
。
６
県
は
前
週
と
変
わ

ら
な
か
っ
た
。

　

価
格
帯
は
１
６
５
円
未

満
が
15
県
で
、
こ
の
う
ち

最
安
値
は
宮
城
県
の
１
５

９
円
30
銭
と
、
唯
一
１
６

０
円
を
下
回
っ
た
。
１
６

５
〜
１
７
０
円
未
満
は
20

都
道
府
県
と
最
多
価
格
帯

で
、
１
７
０
〜
１
７
５
円

未
満
は
８
府
県
。
１
７
５

円
以
上
は
４
県
と
な
り
、

最
高
値
は
長
崎
県
で
１
８

２
円
10
銭
だ
っ
た
。

　

軽
油
は
、
価
格
を
維
持

す
る
Ｓ
Ｓ
が
多
く
、
全
国

平
均
は
１
４
７
円
80
銭
で

値
動
き
は
な
か
っ
た
。
地

域
別
に
み
る
と
15
県
が
上

昇
し
、
23
道
府
県
が
下
落

し
た
。
９
都
県
に
変
動
は

な
か
っ
た
。

　

価
格
帯
を
み
る
と
１
４

５
円
未
満
は
15
県
で
、
最

安
値
は
徳
島
県
の
１
３
９

円
30
銭
。
１
４
５
〜
１
５

０
円
未
満
は
21
道
府
県
と

多
く
、
１
５
０
〜
１
５
５

円
未
満
は
５
都
県
と
最
も

少
な
い
。
１
５
５
円
以
上

は
６
県
で
、
最
高
値
は
長

崎
県
の
１
６
２
円
70
銭
だ

っ
た
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

発
表
し
た
10
月
の
石
油
統

計
速
報
に
よ
る
と
、
国
内

燃
料
油
販
売
量
は
１
２
６

２
万
６
２
９
９
♂
で
前
年

同
月
を
１
・
０
％
上
回
っ

た
。
燃
料
油
需
要
が
前
年

を
超
す
の
は
２
カ
月
ぶ
り

＝
別
表
参
照
。

　

当
初
は
燃
料
油
価
格
激

変
緩
和
事
業
の
終
了
時
期

が
10
月
末
と
さ
れ
て
お

り
、
販
売
量
が
引
き
上
が

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ガ

ソ
リ
ン
は
13
・
０
％
増
の

３
８
０
・
８
万
♂
と
２
カ

月
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
っ

た
。
灯
油
は
７
カ
月
ぶ

り
、
軽
油
は
２
カ
月
ぶ

り
、
Ａ
重
油
は
９
カ
月
連

続
で
前
年
を
超
え
た
。

　

前
月
が
28
・
６
％
増
だ

っ
た
Ｂ
・
Ｃ
重
油
は
、
10

月
も
27
・
５
％
増
と
好
調

で
、
３
カ
月
連
続
で
前
年

を
上
回
っ
た
。
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
油
が
10
カ
月
連
続
で

前
年
を
超
す
一
方
、
ナ
フ

サ
は
２
カ
月
連
続
で
前
年

を
下
回
っ
た
。

　

コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
11
月

28
日
、
コ
ス
モ
石
油
（
鈴

木
康
公
社
長
）
堺
製
油
所

と
コ
ス
モ
石
油
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
（
森
山
幸
二
社

長
）
関
西
支
店
で
「
臨
時

危
機
対
策
本
部
地
震
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
訓

練
」
を
行
っ
た
。

　

首
都
直
下
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
に
よ
っ
て
本

社
機
能
が
マ
ヒ
し
た
場
合

に
、
い
か
に
石
油
製
品
供

給
を
維
持
す
る
か
を
対
策

す
る
取
り
組
み
。
訓
練
に

は
67
人
が
参
加
（
堺
製
油

所
41
人
、
関
西
支
店
17

人
、
ほ
か
９
人
）。
シ
ナ

リ
オ
非
開
示
の
も
と
で
、

地
震
発
生
後
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
発

動
か
ら
２
時
間
以
内
の
動

き
を
実
践
し
た
。

　

関
西
地
区
の
両
事
業
所

に
臨
時
危
機
対
策
本
部
を

設
置
し
て
合
同
会
議
を
開

催
。
被
害
状
況
に
関
す
る

情
報
収
集
、
石
油
製
品
供

給
・
販
売
方

針
の
策
定
な

ど
を
訓
練
し

た
。
ウ
ェ
ブ

会
議
シ
ス
テ

ム
を
積
極
的

に
活
用
し
て

情
報
の
連
携

・
共
有
を
図

り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
実
効
性
や

課
題
を
確
認

し
た
。

堺製油所の訓練の様子

助成金贈呈式・15周年式典助成金贈呈式・15周年式典助成金贈呈式・15周年式典助成金贈呈式・15周年式典
ENEOS水素基金

基礎研究が革新的技術生む

首都直下
地震想定 BCP訓練

コスモ

関西２事業所に対策本部

E N E O S
出光、コスモ １円20銭

元
売
実
質
仕
切
り
４
週
上
昇

元
売
実
質
仕
切
り
４
週
上
昇

レ
ギ
ュ

ラ
ー 

横
ば
い
167
円
60
銭

補
助
金
縮
小
19
円
50
銭
で
上
げ

３
油
種 
補
助
金
で
小
幅
変
動

ガ
ソ
リ
ン 
10
銭
安
134
円
10
銭

エネ庁10月分
卸 値 調 査

燃
油
国
内
販
売
1.0
％
増

ガ
ソ
リ
ン
２
ケ
タ
伸
長

10月石油
統計速報

石油製品需給概要（2022年10月分）
区 分区 分 燃料油計燃料油計 ガソリンガソリン ナフサナフサ ジェット燃料ジェット燃料 灯油灯油 軽油軽油 Ａ重油Ａ重油 Ｂ・Ｃ重油Ｂ・Ｃ重油

月初在庫量月初在庫量 9,197,818 1,558,780 1,513,794 842,147 2,189,961 1,261,959 698,539 1,132,638

生 産 量生 産 量 12,533,522 3,863,607 1,133,491 871,029 1,095,060 3,231,944 854,564 1,483,827

前年同月比前年同月比 103.0 98.7 91.6 140.2 111.1 101.5 103.6 106.1

輸 入 量輸 入 量 3,006,342 263,709 2,380,140 5,844 190,543 32,960 － 133,146

前年同月比前年同月比 98.3 151.7 90.5 － 172.6 25.8 － 2,944.4

販 売 量販 売 量 12,626,299 3,808,445 3,319,516 280,749 1,010,647 2,673,581 807,061 726,300

前年同月比前年同月比 101.0 113.0 85.8 106.2 103.7 100.7 100.5 127.5

輸 出 量輸 出 量 2,014,931 356,907 － 551,560 24,964 435,104 15,570 630,826

前年同月比前年同月比 89.3 93.0 － 111.4 104.0 73.6 43.6 86.8

月末在庫量月末在庫量 9,850,285 1,564,622 1,573,229 880,812 2,436,929 1,427,790 745,163 1,221,740

前年同月比前年同月比 97.4 92.9 100.8 108.8 92.0 95.2 98.4 106.3

（単位：㎘、％）



第２１４４８号 （第三種郵便物認可） 令和４年（２０２２年）１２月１日 （木曜日） (２)

ＴＯＣＯＭＴＯＣＯＭ
週平均価格週平均価格 灯油80円割り込む灯油80円割り込む

　
【
周
南
市
＝
山
口
】
周

南
市
場
で
は
、
急
激
に
変

動
す
る
コ
ス
ト
の
影
響

で
、
先
行
き
不
透
明
感
が

広
が
っ
て
い
る
。
高
騰
し

続
け
た
ド
ル
や
原
油
相
場

は
、
足
元
で
は
改
善
の
方

向
に
あ
る
も
の
の
、
リ
ス

ク
は
顕
在
。
コ
ス
ト
が
下

が
っ
て
い
る
状
況
で
も
、

局
面
を
冷
静
に
と
ら
え

て
、
市
況
維
持
で
経
営
基

盤
強
化
に
取
り
組
む
業
者

（
Ｓ
Ｓ
）
が
多
い
。

　

あ
る
特
約
店
幹
部
は

「
円
相
場
は
一
時
的
な
混

乱
状
態
か
ら
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
が
、

根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、注
意
が
必
要
」

と
話
す
。
10
月
下
旬
に
１

㌦
１
５
０
円
台
の
値
を
つ

け
て
以
降
、
円
相
場
は
円

高
に
シ
フ
ト
。
11
月
下
旬

は
、
１
㌦
１
３
０
円
台
後

半
で
推
移
し
て
い
る
。

　

記
録
的
な
円
安
を
招
い

て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン

フ
レ
は
、
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

し
た
と
の
見
方
が
広
が

る
。
円
高
方
向
へ
の
揺
り

戻
し
は
さ
ら
に
加
速
す
る

と
の
評
価
も
あ
り
、
今
後

は
投
資
家
の
動
き
に
も
注

目
が
集
ま
る
。
同
幹
部
は

「
投
機
的
な
動
き
で
上
下

し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
輸

入
コ
ス
ト
は
高
止
ま
り
に

あ
る
現
状
を
冷
静
に
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
」
と
注

意
を
促
す
。

　

別
の
地
場
業
者
は
「
原

油
相
場
も
含
め
、
地
政
学

リ
ス
ク
は
解
消
さ
れ
て
お

ら
ず
、
急
激
に
コ
ス
ト
が

下
が
る
と
は
楽
観
視
で
き

な
い
」
と
う
つ
む
く
。
Ｓ

Ｓ
業
界
で
は
、
販
売
価
格

の
高
止
ま
り
が
続
く
現
状

に
焦
り
の
色
も
あ
る
。
先

の
業
者
は
「
先
行
き
不
透

明
感
が
強
く
、
多
少
コ
ス

ト
が
落
ち
て
も
安
易
な
転

嫁
は
避
け
、
状
況
を
見
極

め
る
べ
き
」
と
訴
え
る
。

2022
年
度
中
間
決
算

西
部
石
油

　

西
部
石
油
が
発
表
し
た

２
０
２
３
年
３
月
期
中
間

決
算
（
２
０
２
２
年
４
〜

９
月
）
は
、
売
上
高
が
前

年
同
期
比
59
・
０
％
増
の

３
６
６
１
億
円
、
営
業
利

益
９
・
０
％
増
の
30
億

円
、
経
常
利
益
10
・
２
％

増
の
28
億
円
、
当
期
純
利

益
３
・
２
％
増
の
18
億
円

で
増
収
増
益
だ
っ
た
。

　

石
油
製
品
販
売
量
は
３

３
２
・
１
万
♂
に
１
・
４

％
減
少
し
た
が
、
原
油
価

格
上
昇
に
よ
る
製
品
価
格

上
昇
が
増
収
に
つ
な
が
っ

た
。
売
上
原
価
も
３
６
２

５
億
円
に
59
・
７
％
増
加
。

　

同
社
は
通
期
業
績
予
想

を
売
上
高
７
４
８
４
億

円
、
経
常
利
益
61
億
円
と

し
て
い
る
。
固
定
資
産
の

減
損
損
失
を
特
別
損
失
に

計
上
し
、
税
引
前
当
期
純

損
失
は
１
３
６
億
円
に
な

る
見
通
し
。
ド
バ
イ
原
油

†
90
㌦
、
為
替
レ
ー
ト
１

㌦
１
４
５
円
を
前
提
に
算

定
し
た
。

　

中
間
決
算
概
要
は
次
の

通
り
（
カ
ッ
コ
内
前
年
同

期
）。

　

▽
売
上
高
３
６
６
０
億

７
４
０
０
万
円
（
２
３
０

２
億
４
３
０
０
万
円
）
▽

営
業
利
益
30
億
１
３
０
０

万
円
（
27
億
６
４
０
０
万

円
）
▽
経
常
利
益
27
億
５

６
０
０
万
円
（
25
億
２
０

０
万
円
）
▽
当
期
純
利
益

18
億
４
６
０
０
万
円
（
17

億
８
８
０
０
万
円
）。

　
【
福
岡
】
九
州
地
区
で

は
、
じ
り
じ
り
と
市
場
内

価
格
差
が
広
が
る
商
戦
と

な
っ
て
い
る
。
最
大
で
㍑

20
円
近
い
地
区
も
あ
り
、

販
売
業
者
か
ら
は
不
安
の

声
が
漏
れ
て
い
る
。

　

ガ
ソ
リ
ン
店
頭
価
格
の

中
心
は
１
６
５
円
か
ら
１

７
５
円
で
推
移
し
て
い
る

が
、
安
値
は
１
５
０
円
台

に
突
入
し
て
い
る
部
分
も

あ
る
。
あ
ま
り
に
大
き
な

価
格
差
は
消
費
者
の
不
安

を
あ
お
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
。

　

需
要
面
の
不
安
も
拍
車

を
か
け
て
い
る
。
10
月
以

降
、
消
費
者
の
節
約
志
向

は
強
ま
っ
て
い
る
。
物
価

高
の
影
響
に
よ
る
も
の
が

大
き
い
が
、
需
要
拡
大
へ

の
期
待
値
が
大
き
い
秋
商

戦
だ
っ
た
た
め
落
胆
も
大

北海道地域別平均灯油価格

2022/11/21 2022/11/14

店
頭
価
格

道北地域 121.7 121.8 
道央地域 118.7 119.1 
道東地域 116.6 116.6 
日勝地域 120.0 120.3 
道南地域 117.2 117.2 
全 道 域 118.7 118.9 

配
達
価
格

道北地域 122.9 122.9 
道央地域 118.6 118.7 
道東地域 124.2 124.2 
日勝地域 121.8 122.4 
道南地域 120.5 120.6 
全 道 域 121.6 121.8 

（消費税込み）

　
【
札
幌
】
北
海
道
経
済

産
業
局
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
11
月
21
日
時
点
の
道

内
５
地
域
（
道
北
・
道
央

・
道
東
・
日
勝
・
道
南
）

の
平
均
灯
油
価
格
は
店
頭

㍑
１
１
８
・
７
円
、
配
達

１
２
１
・
６
円
と
な
っ

た
。
前
回
調
査
（
11
月
14

日
）
か
ら
店
頭
価
格
、
配

達
価
格
と
も
に
０
・
２
円

下
落
し
た
＝
別
表
参
照
。

　

地
域
ご
と
の
推
移
を
み

る
と
店
頭
価
格
が
前
回
調

査
を
上
回
っ
た
地
域
は
な

く
、
道
東
と
道
南
が
横
ば

い
。
下
回
っ
た
地
域
は
道

北
０
・
１
円
、
道
央
０
・

４
円
、
日
勝
０
・
３
円
と

な
っ
た
。
店
頭
価
格
と
同

様
に
配
達
価
格
も
前
回
調

査
を
上
回
っ
た
地
域
は
な

く
、
道
北
と
道
東
は
変
動

な
し
。
下
回
っ
た
地
域
は

道
央
０
・
１
円
、
日
勝
０

・
６
円
、
道
南
０
・
１
円

の
３
地
域
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
灯
油
価

格
は
大
き
な
変
動
が
な

く
、
一
定
の
利
幅
が
確
保

で
き
て
い
る
。
一
方
で
、

そ
の
余
力
か
ら
市
場
価
格

に
は
バ
ラ
つ
き
が
み
ら
れ

る
。
道
東
の
灯
油
販
売
業

者
は
「
マ
ー
ジ
ン
は
人
件

　
【
宇
都
宮
】
栃
木
県
は
、
来
年
３

月
15
日
か
ら
17
日
の
３
日
間
、
東
京

都
江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
か
れ
る
「
第
２
回
脱
炭
素
経
営
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
春
」
に
栃
木
県
ブ
ー
ス
を
設

置
、
共
同
で
出
展
す
る
企
業
を
募
集

し
て
い
る
。
脱
炭
素
に
関
す
る
優
れ

た
技
術
や
製
品
な
ど
の
販
路
開
拓
・

拡
大
を
支
援
す
る
の
が
狙
い
。

　

共
同
出
展
企
業
の
条
件
は
①
県
内

に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
な
ど
②
全

国
に
向
け
た
販
路
拡
大
に
熱
心
③
他

の
出
展
者
と
共
同
し
て
栃
木
県
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
事
業
者

④
開
催
期
間
中
、

商
談
担
当
者
が
出

展
ブ
ー
ス
に
常
駐

で
き
る
⑤
出
展
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
商
談
数
、
契
約
見

込
数
、
雇
用
者
数
な
ど
）
に
回
答
で

き
る
な
ど
。
原
則
と
し
て
先
着
順
で

10
社
程
度
を
募
集
す
る
。

　

出
展
企
業
の
負
担
金
は
２
ス
ペ
ー

ス
当
た
り
19
万
円
程
度
。
出
展
の
た

め
の
什
器
や
備
品
、
電
気
・
水
道
料

金
、
交
通
費
、
人
件
費
、
運
搬
費
な

ど
も
出
展
者
が
負
担
す
る
。
申
し
込

み
期
限
は
12
月
23
日
で
、
所
定
の
用

紙
で
栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部
工
業

振
興
課
も
の
づ
く
り
企
業
支
援
室
ま

で
申
し
込
む
。

　
【
山
口
】
山
口
市
場
で

は
、
立
地
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
、
新
た
な
モ
ビ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
着
手

す
る
業
者
が
多
い
。
ロ
ー

ド
サ
イ
ド
で
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
Ｓ
Ｓ
の
立
地
は
、

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
の

普
及
が
進
ん
だ
後
も
、
拠

点
と
し
て
重
要
。
電
源
供

給
施
設
へ
の
業
態
変
更
も

視
野
に
、
脱
炭
素
へ
の
対

応
を
加
速
し
て
い
る
。

　

周
南
市
の
あ
る
特
約
店

経
営
者
は
「
Ｓ
Ｓ
で
車
に

関
わ
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
せ
ば
、
新
た
な
分

野
で
も
差
別
化
が
可
能
に

な
り
、
有
利
に
展
開
で
き

る
」
と
話
す
。
車
関
係
に

変
わ
る
新
規
事
業
と
し

て
、
不
動
産
や
賃
貸
物
件

の
管
理
に
着
目
。
駐
車
場

に
Ｅ
Ｖ
向
け
の
急
速
充
電

器
を
設
置
す
る
な
ど
工
夫

し
て
、
新
規
事
業
で
も
車

を
意
識
し
た
独
自
性
で
成

功
を
収
め
て
い
る
。

　

ま
た
Ｓ
Ｓ
用
地
は
、
比

較
的
ア
ク
セ
ス
の
良
い
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
に
位
置
す
る

こ
と
が
多
く
、
ド
ラ
イ
バ

ー
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
は
成
功

の
道
筋
が
立
ち
や
す
い
。

　

Ｓ
Ｓ
が
燃
料
油
供
給
拠

点
か
ら
電
源
供
給
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
る
の
は
、
比

較
的
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
。
充
電
す
る
だ
け
で
な

く
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
交
換

が
可
能
な
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

式
に
移
り
変
わ
る
展
望
も

あ
る
。
先
の
業
者
は
「
給

油
と
同
じ
よ
う
な
要
領

で
、
Ｅ
Ｖ
向
け
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
を
交
換
す
る
場
所
と

い
う
役
割
を
Ｓ
Ｓ
が
担
う

可
能
性
が
あ
る
」
と
先
を

見
据
え
る
。

　
【
神
戸
】
き
ょ
う
か
ら

12
月
入
り
す
る
兵
庫
県
市

場
は
、
全
般
に
市
況
が
停

滞
気
味
だ
。
底
値
圏
を
形

成
す
る
従
来
の
廉
売
店
に

加
え
、
近
年
は
各
地
で
攻

勢
を
強
め
る
元
売
販
社
Ｓ

Ｓ
の
動
向
の
影
響
が
大
き

く
「
軟
化
し
た
市
況
の
早

い
段
階
で
の
修
復
が
必

要
」
と
す
る
声
が
支
配
的

だ
。

　

今
週
明
け
の
セ
ル
フ
Ｓ

Ｓ
市
況
を
み
る
と
、
地
域

に
よ
っ
て
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

㍑
１
４
０
円
台
を
散
見

し
、
会
員
価
格
は
１
５
０

円
台
が
主
流
だ
が
、
１
６

０
円
台
の
地
域
を
含
め
県

内
の
価
格
差
は
20
円
以

上
。
11
月
の
仕
切
価
格
動

向
を
踏
ま
え
る
と
、
市
況

是
正
が
難
し
い
と
の
見
方

が
強
い
。

　

11
月
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売

量
が
前
年
同
月
比
90
％
台

に
と
ど
ま
り
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
収
益
も
い
ぜ
ん
低
調

と
い
う
Ｓ
Ｓ
が
大
勢
だ
。

カ
ー
ケ
ア
需
要
期
の
12
月

商
戦
に
つ
い
て
も
苦
戦
を

予
測
す
る
見
方
が
強
く
、

販
売
業
者
間
の
収
益
悪
化

に
対
す
る
危
機
感
が
増
幅

す
る
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況

下
、
今
後
も
ガ
ソ
リ
ン
需

要
上
昇
の
期
待
値
が
低
い

実
情
か
ら
す
る
と
、
燃
料

油
全
体
の
平
均
マ
ー
ジ
ン

改
善
が
一
層
重
要
と
な

る
。「
こ
れ
以
上
の
損
失

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、

市
況
底
上
げ
が
不
可
欠
」

（
特
約
店
筋
）と
い
え
る
。

　
【
千
葉
】
東
京
大
学
の

環
境
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

辻
佳
子
教
授
は
11
月
24

日
、
千
葉
市
内
で
行
わ
れ

た
「
第
１
回
京
葉
臨
海
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
協
議

会
」
で
講
演
し
、
石
油
化

学
産
業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
「
脱

ナ
フ
サ
」
が
今
後
の
課
題

と
述
べ
た
。

　

講
演
の
な
か
で
辻
教
授

は
現
在
の
石
油
化
学
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
役
割
に
つ
い

て
「
製
油
所
で
精
製
さ
れ

た
ナ
フ
サ
や
輸
入
ナ
フ
サ

か
ら
エ
チ
レ
ン
な
ど
基
礎

製
品
を
製
造
し
て
い
る
」

と
し
た
う
え
で
「
今
後
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

化
学
産
業
で
は
原
油
由
来

で
な
い
方
法
で
基
礎
製
品

が
つ
く
ら
れ

て
い
く
」
と

展
望
し
た
。

　

基
礎
製
品
製
造
の
方
法

に
つ
い
て
は
水
素
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
（
二
酸
化
炭
素
回
収

・
貯
留
技
術
）
で
回
収
し

た
二
酸
化
炭
素
、
木
質
・

農
畜
産
業
系
バ
イ
オ
マ

ス
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等

の
原
料
を
油
化
・
ガ
ス
化

し
て
エ
チ
レ
ン
、
プ
ロ
ピ

レ
ン
等
を
製
造
す
る
と
説

明
。
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
水
素
・
ア
ン
モ

ニ
ア
に
よ
る
発
電
が
必
要

と
述
べ
た
。

　

辻
教
授
は
11
月
24
日
に

発
足
し
た
京
葉
臨
海
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
推
進
協
議
会
の

構
成
員
の
一
人
。
同
協
議

会
は
国
、
千
葉
県
、
関
係

市
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
立
地

企
業
、
有
識
者
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

（注）価格の単位はガソリン・灯油ともに㎘当たり円。ガソリンはガソリン税㎘53,800円を除く。ガソリ
ン・灯油は製油所（油槽所）渡しバージ価格。取引高の単位は枚。1枚は100㎘。価格は「日中取引」分。

プラッツドバイ原油・バージガソリン・灯油・軽油先物取引価格
2022年

11月29日
プラッツドバイ原油

始　　値 高　　値 安　　値 帳 入 値 前 日 比 取 引 高
11月限 76,450 77,100 76,450 77,100 600 14 
12月限 65,930 68,380 65,570 68,120 3,320 12 
1月限 65,510 68,240 65,440 67,840 3,310 29 
2月限 65,400 68,590 65,390 67,750 3,430 167 
3月限 65,940 68,170 65,130 67,510 3,460 645 
4月限 65,730 67,860 65,010 67,320 3,340 5,359 

2022年
11月29日

東京バージガソリン
始　　値 高　　値 安　　値 帳 入 値 前 日 比 取 引 高

1月限 - - - 77,000 - -
2月限 - - - 80,510 - -
3月限 - - - 79,500 - -
4月限 - - - 82,500 - -
5月限 - - - 82,500 - -
6月限 - - - 82,500 - -

2022年
11月29日

東 京 バ ー ジ 灯 油
始　　値 高　　値 安　　値 帳 入 値 前 日 比 取 引 高

1月限 - - - 79,500 - -
2月限 - - - 78,500 - -
3月限 - - - 78,500 - -
4月限 - - - 78,500 - -
5月限 - - - 78,500 - -
6月限 - - - 78,500 - -

2022年
11月29日

東 京 バ ー ジ 軽 油
始　　値 高　　値 安　　値 帳 入 値 前 日 比 取 引 高

1月限 - - - 76,800 - -
2月限 - - - 75,800 - -
3月限 - - - 74,900 - -
4月限 - - - 74,000 - -
5月限 - - - 73,100 - -
6月限 - - - 71,900 - -

（注）価格の単位はガソリン・灯油ともに㎘当たり円。ガソリンはガソリン税㎘53,800円を除く。いず
れも名古屋市潮見ふ頭および飛鳥村での油槽所渡し価格。取引高の単位は枚。１枚は10㎘。

中京ローリーガソリン・灯油先物取引価格
2022年

11月29日
中京石油市場ガソリン

始　　値 高　　値 安　　値 帳 入 値 前 日 比 取 引 高
1月限 - - - 74,600 - -
2月限 - - - 74,600 - -
3月限 - - - 74,600 - -
4月限 - - - 74,600 - -
5月限 - - - 74,600 - -
6月限 - - - 74,600 - -

2022年
11月29日

中 京 ロ ー リ ー 灯 油
始　　値 高　　値 安　　値 帳 入 値 前 日 比 取 引 高

1月限 - - - 78,500 - -
2月限 - - - 78,000 - -
3月限 - - - 78,000 - -
4月限 - - - 77,000 - -
5月限 - - - 77,000 - -
6月限 - - - 77,000 - -

項目

地域

揮 発 油 店 頭 軽油（¥/ℓ） 灯 油
ハイオク（¥/ℓ） レギュラー（¥/ℓ） 店頭（¥/18ℓ） 配達（¥/18ℓ）

11月28日 前週比 11月28日 前週比 11月28日 前週比 11月28日前週比 11月28日前週比
北海道局 176.0 ▲ 0.5 165.4 ▲ 0.4 148.4 ▲ 0.5 2,140 3 2,190 1
青 森 173.1 ▲ 0.2 162.0 ▲ 0.2 143.5 ▲ 0.3 1,898 ▲ 3 1,976 ▲ 3
岩 手 172.0 ▲ 0.3 161.2 ▲ 0.3 142.1 ▲ 0.2 1,871 ▲ 1 2,009 7
宮 城 170.2 0.0 159.3 0.0 140.1 0.0 1,885 ▲ 2 2,070 ▲ 3
秋 田 174.1 ▲ 0.1 163.1 0.0 146.8 0.3 1,896 3 1,995 0
山 形 183.7 ▲ 0.2 172.7 ▲ 0.3 155.0 ▲ 0.2 1,889 ▲ 2 2,057 1
福 島 179.5 ▲ 0.7 168.4 ▲ 0.7 148.9 ▲ 0.4 1,948 3 2,115 2
東 北 局 175.7 ▲ 0.2 164.7 ▲ 0.2 146.4 ▲ 0.1 1,899 0 2,034 0
茨 城 173.3 0.3 162.1 0.2 141.3 0.2 1,923 2 2,088 ▲ 6
栃 木 174.1 ▲ 0.3 163.0 ▲ 0.4 143.8 ▲ 0.3 1,969 ▲ 1 2,107 2
群 馬 179.2 0.1 167.9 0.1 148.8 0.2 1,995 0 2,162 4
埼 玉 173.0 0.8 162.1 0.8 140.9 0.8 1,959 13 2,172 3
千 葉 173.9 1.0 163.1 0.9 142.5 1.0 2,007 9 2,170 6
東 京 178.9 1.0 169.4 0.4 150.2 0.0 2,118 ▲ 10 2,426 ▲ 8
神奈川 175.3 0.3 164.0 0.3 143.6 0.5 2,033 0 2,251 ▲ 3
新 潟 175.9 0.0 164.8 0.0 148.9 0.2 2,006 ▲ 3 2,224 ▲ 5
長 野 187.3 0.0 176.0 ▲ 0.1 156.6 0.1 1,961 4 2,152 ▲ 4
山 梨 180.2 0.0 168.7 ▲ 0.1 147.2 0.0 1,967 ▲ 2 2,111 ▲ 8
静 岡 178.5 ▲ 0.2 167.3 ▲ 0.2 146.9 ▲ 0.3 2,050 1 2,243 1
関 東 局 177.3 0.4 166.3 0.2 146.5 0.3 2,006 1 2,194 ▲ 2
愛 知 174.5 ▲ 1.0 163.4 ▲ 1.1 144.0 ▲ 1.0 2,008 0 2,169 2
岐 阜 179.0 ▲ 0.3 167.9 ▲ 0.3 146.6 ▲ 0.4 1,964 ▲ 8 2,132 ▲ 4
三 重 177.2 ▲ 0.6 166.1 ▲ 0.5 146.7 ▲ 0.5 1,977 ▲ 7 2,179 ▲ 12
富 山 178.5 0.1 167.4 0.1 149.8 0.0 1,977 ▲ 14 2,113 ▲ 11
石 川 180.0 0.2 169.5 0.1 147.4 0.3 1,961 ▲ 1 2,154 1
中 部 局 177.6 ▲ 0.5 166.7 ▲ 0.4 146.8 ▲ 0.4 1,979 ▲ 6 2,147 ▲ 6
福 井 179.0 ▲ 0.1 167.6 ▲ 0.1 147.1 0.0 1,985 ▲ 3 2,148 ▲ 4
滋 賀 174.3 ▲ 0.9 163.2 ▲ 0.8 144.2 ▲ 0.9 1,976 ▲ 12 2,152 ▲ 14
京 都 182.2 ▲ 0.6 170.9 ▲ 0.7 149.0 ▲ 0.7 2,022 ▲ 1 2,187 ▲ 14
奈 良 176.0 ▲ 0.1 165.0 ▲ 0.2 144.3 ▲ 0.1 1,923 1 2,073 ▲ 2
大 阪 179.5 ▲ 0.2 168.3 ▲ 0.2 146.3 ▲ 0.9 2,016 1 2,184 10
兵 庫 174.3 0.0 163.3 0.0 142.3 0.0 1,915 ▲ 3 2,177 10
和歌山 177.0 ▲ 0.4 166.6 ▲ 0.4 144.6 ▲ 0.4 1,960 ▲ 14 2,150 ▲ 7
近 畿 局 177.7 ▲ 0.3 166.6 ▲ 0.3 145.5 ▲ 0.4 1,977 ▲ 3 2,158 ▲ 1
鳥 取 182.2 0.1 171.1 0.1 157.3 ▲ 0.1 2,072 ▲ 1 2,262 2
島 根 179.0 0.1 168.7 0.6 149.7 ▲ 0.1 2,040 ▲ 9 2,200 0
岡 山 173.1 0.0 162.2 0.1 142.3 0.2 1,942 ▲ 5 2,132 ▲ 2
広 島 177.5 0.0 166.6 ▲ 0.1 148.5 0.0 1,998 0 2,174 2
山 口 177.2 ▲ 0.1 166.5 ▲ 0.2 147.5 ▲ 0.1 1,990 ▲ 3 2,224 ▲ 1
中 国 局 177.6 0.0 166.8 0.0 148.8 ▲ 0.1 2,005 ▲ 4 2,197 0
徳 島 173.1 0.2 162.4 0.2 139.3 0.6 1,887 1 2,082 ▲ 1
香 川 180.0 0.2 168.8 0.2 148.6 0.0 2,006 ▲ 10 2,183 ▲ 7
愛　媛 181.8 ▲ 0.1 170.9 0.0 149.8 ▲ 0.1 2,046 ▲ 3 2,232 ▲ 4
高 知 186.2 0.0 176.1 0.0 153.9 0.0 2,019 4 2,140 7
四 国 局 180.7 0.0 170.0 0.0 148.2 0.1 1,991 ▲ 2 2,159 ▲ 1
福 岡 177.8 0.1 166.7 0.1 145.8 0.2 1,964 ▲ 3 2,149 7
佐 賀 181.0 ▲ 0.6 170.0 ▲ 0.6 150.3 ▲ 0.7 2,055 ▲ 15 2,259 ▲ 16
長 崎 192.5 ▲ 0.2 182.1 ▲ 0.1 162.7 ▲ 0.1 2,102 8 2,299 6
熊 本 179.1 ▲ 0.1 168.5 ▲ 0.1 145.7 ▲ 0.1 1,987 ▲ 1 2,111 ▲ 1
大 分 187.6 ▲ 0.2 176.7 ▲ 0.1 155.2 0.4 2,123 6 2,248 2
宮　崎 181.9 ▲ 0.4 171.1 ▲ 0.4 150.0 ▲ 0.5 2,047 ▲ 12 2,181 ▲ 17
鹿児島 188.5 0.1 177.7 0.6 159.7 0.7 2,215 23 2,340 25
九 州 局 183.9 ▲ 0.1 173.2 0.0 152.9 0.2 2,075 4 2,230 6
沖 縄 局 181.8 ▲ 0.1 173.7 0.3 153.5 0.2 2,362 18 2,381 ▲ 2
九州沖縄局 183.7 ▲ 0.1 173.3 0.1 152.9 0.1 2,098 5 2,239 5
全 国 178.4 ▲ 0.1 167.6 0.0 147.8 0.0 2,002 0 2,168 0

石油製品小売市況調査（都道府県別）（消費税込み、▲は下落）

原油(C) ガソリン(G) 灯油(K) 軽油(D)
格 差

G─C K─C D─C
前々週 (11/9～11/15) 82.09 75.90 81.48 77.00 ▲ 6.19 ▲ 0.61 ▲ 5.09
前　週 (11/16～11/22) 78.69 72.90 80.30 76.86 ▲ 5.79 1.61 ▲ 1.83

今　週

23日
24日 78.00 72.90 78.00 76.90 ▲ 5.10 0.00 ▲ 1.10
25日 77.00 72.90 78.00 76.90 ▲ 4.10 1.00 ▲ 0.10
28日 76.50 77.00 79.50 76.70 0.50 3.00 0.20
29日 77.10 77.00 79.50 76.80 ▲ 0.10 2.40 ▲ 0.30

平均 77.15 74.95 78.75 76.83 ▲ 2.20 1.60 ▲ 0.33
前週比 ▲ 1.54 2.05 ▲ 1.55 ▲ 0.03 3.59 ▲ 0.01 1.51

東京商品取引所 (TOCOM) の 1週間の相場推移 （単位 :円 /ℓ）

（注）東京商品取引所の期近の帳入値を使用。ガソリンはレギュラーガソリンでガソリン税を含まない。
▲は下落、もしくは安。四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。

　

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
東
京
商

品
取
引
所
）
石
油
市
場
の

11
月
23
〜
29
日
の
週
間
取

引
価
格
は
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
原

油
が
下
落
し
製
品
の
灯

油
、
軽
油
が
連
れ
安
と
な

っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
は
上
昇

し
た
。
軽
油
が
６
週
連
続

下
落
、
原
油
は
３
週
連
続

下
落
、
灯
油
は
２
週
連
続

値
下
が
り
、
ガ
ソ
リ
ン
は

４
週
ぶ
り
に
上
昇
し
た
＝

別
表
参
照
。

　

国
際
原
油
相
場
を
巡
っ

て
は
、
世
界
経
済
の
減
速

懸
念
、
石
油
輸
出
国
機
構

（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
と
ロ
シ
ア

な
ど
の
非
加
盟
の
産
油
国

で
構
成
す
る
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ

ラ
ス
の
減
産
継
続
、
中
国

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
策
で
あ

る
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
」

に
対
す
る
抗
議
活
動
の
高

ま
り
な
ど
を
背
景
に
相
場

は
下
落
し
た
。

　

当
週
の
米
国
産
Ｗ
Ｔ
Ｉ

（
期
近
・
終
値
）
の
高
値

は
24
日
の
†
77
・
95
㌦
、

27
日
に
76
・
07
㌦
の
安
値

を
つ
け
た
。
北
海
ブ
レ
ン

ト
の
高
値
は
24
日
の
†
85

・
24
㌦
、
安
値
は
25
日
の

83
・
71
㌦
と
な
っ
た
。
為

替
の
23
〜
29
日
の
週
間
平

均
価
格
（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
レ
ー

ト
）
は
前
週
比
１
円
27
銭

の
円
高
ド
ル
安
の
１
４
０

円
10
銭
に
な
っ
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
週
間
平
均

価
格
は
前
週
比
㍑
２
円
５

銭
上
昇
の
74
円
95
銭
。
24

日
が
72
円
90
銭
で
25
日
も

72
円
90
銭
と
同
値
を
つ
け

た
。
28
日
が
前
営
業
日
比

４
円
10
銭
上
昇
し
77
円
と

急
騰
。
29
日
は
77
円
と
価

格
変
動
し
な
か
っ
た
。

　

灯
油
の
週
間
平
均
価
格

は
１
円
55
銭
下
落
の
78
円

75
銭
で
、
80
円
を
割
り
込

ん
だ
。
24
、
25
日
は
両
日

と
も
78
円
、
28
日
に
は
79

円
50
銭
と
前
営
業
日
か
ら

１
円
50
銭
上
昇
し
た
。
29

日
も
79
円
50
銭
だ
っ
た
。

　

軽
油
の
週
間
平
均
価
格

は
３
銭
下
落
の
76
円
83
銭

と
76
円
台
は
２
週
連
続

だ
。
24
日
は
76
円
90
銭
、

25
日
も
76
円
90
銭
の
同

値
。
28
日
は
76
円
70
銭
に

値
下
が
り
し
た
。
29
日
が

76
円
80
銭
と
再
び
上
昇
と

な
っ
た
。

　

原
油
の
週
間
平
均
価
格

は
１
円
54
銭
下
落
の
77
円

15
銭
。
24
日
は
78
円
で
25

日
に
は
77
円
に
値
を
下
げ

た
。
28
日
が
76
円
50
銭
と

続
落
し
76
円
台
。
29
日
は

77
円
10
銭
に
上
昇
し
た
。

　

原
油
と
製
品
価
格
と
の

差
を
精
製
マ
ー
ジ
ン
と
み

る
と
当
週
は
ガ
ソ
リ
ン
と

軽
油
が
拡
大
、
灯
油
は
縮

小
。
ガ
ソ
リ
ン
は
３
円
59

銭
拡
大
の
マ
イ
ナ
ス
２
円

20
銭
、
灯
油
は
１
銭
縮
小

し
１
円
60
銭
、
軽
油
は
１

円
51
銭
拡
大
の
マ
イ
ナ
ス

33
銭
だ
っ
た
。

　

広
島
市
内
の
特
約
店
主

は
「
こ
れ
に
は
ス
タ
ッ
フ

の
営
業
セ
ン
ス
が
問
わ
れ

る
」
と
語
る
。
ス
タ
ッ
フ

個
々
の
能
力
（
感
覚
）
で

影
響
が
違
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
。
確
か
に
同
じ
声

か
け
を
し
て
も
ス
タ
ッ
フ

に
よ
っ
て
客
の
受
け
取
り

方
は
異
な
る
。
客
に
よ
っ

て
は
正
反
対
の
イ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　

油
外
商
品
の
多
く
は

（
消
耗
や
経
年
劣
化
な
ど

で
）〝
要
交
換
（
補
充
）〞

と
診
断
さ
れ
て
も
「
す
ぐ

に
走
行
不
能
に
な
る
こ
と

は
少
な
い
」。
こ
れ
が
声

か
け
に
対
す
る
反
応
の
悪

さ
に
な
り
、
し
つ
こ
い
印

象
を
与
え
て
い
る
。
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
は
こ
こ
で
引

き
下
が
っ
て
し
ま
う
が
、

こ
こ
で
引
き
下
が
っ
て
は

「
売
れ
る
も
の
も
売
れ
な

い
」
と
別
の
店
主
。

　

も
う
一
歩
踏
み
込
め
る

か
が
「
セ
ン
ス
」。
消
費

者
は
走
行
不
能
か
ギ
リ
ギ

リ
に
な
ら
な
い
と
商
品
の

購
入
や
交
換
の
必
要
性
を

感
じ
な
い
。
客
が
「
要
ら

な
い
」
と
断
っ
て
も
説
明

ま
で
聞
か
せ
る
の
が
セ
ン

ス
。
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
は

な
ん
だ
か
ん
だ
と
言
い
な

が
ら
説
明
を
続
け
、
客
も

ま
た
な
ん
だ
か
ん
だ
と
聞

い
て
し
ま
う
。

　

先
の
特
約
店
主
は
「
こ

れ
ば
か
り
は
教
え
て
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
」
と
し

な
が
ら
も
「
場
数
と
経
験

で
鍛
え
ら
れ
る
」
と
強
調

す
る
。「
そ
の
感
覚
を
磨

く
こ
と
で
、
断
ら
れ
て
か

ら
の
対
応
が
分
か
っ
て
く

る
こ
と
も
あ
る
」
と
語
っ

て
い
る
。

　
【
広
島
】
油
外
商
品
を
販
売
す
る
に
は
「
待
ち
で
は
な
く
、
攻
め
の
声
か
け
が
必
要
」
と

さ
れ
る
。
だ
が
、
攻
め
過
ぎ
る
（
攻
撃
的
な
）
声
か
け
は
「
押
し
売
り
」
の
印
象
を
与
え

る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
慎
重
な
対
応
が
不
可
欠
。〝
押
し
売
り
〞
の
印
象
を
与
え
な
い
「
セ
ン

ス
」
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
る
。

き
か
っ
た
。
こ
れ
が
安
値

で
の
販
売
に
つ
な
が
っ
て

い
る
部
分
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
販
売
業
者
の
間

に
「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
い

っ
た
油
断
が
生
じ
て
い

る
。
数
カ
月
前
に
は
ガ
ソ

リ
ン
マ
ー
ジ
ン
が
10
円
を

割
り
込
む
こ
と
を
警
戒
し

て
い
た
が
、
現
在
で
は
一

部
で
５
円
前
後
の
Ｓ
Ｓ
も

あ
る
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
へ
の

意
欲
が
見
え
て
き
て
い

る
。

　

あ
る
特
約
店
幹
部
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
方
針

が
露
わ
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
大
き

な
価
格
差
は
好
ま
し
く
な

い
」
と
懸
念
の
色
を
強
め

て
い
る
。

　

き
ょ
う
か
ら
師
走
商

戦
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て

も
、
一
番
の
書
き
入
れ
時

と
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

こ
れ
以
上
の
格
差
拡
大
は

避
け
た
い
と
こ
ろ
だ
。

費
な
ど
安
定
供
給
を
維
持

す
る
た
め
の
必
要
経
費
を

確
保
す
る
こ
と
が
最
優

先
。
で
き
る
範
囲
で
の
消

費
者
還
元
は
い
い
が
、
値

下
げ
を
先
行
す
る
空
気
が

気
に
な
る
」と
指
摘
し
た
。

石
化
業
界「
脱
ナ
フ
サ
」課
題

原
油
３
週
連
続
下
落

原
油
３
週
連
続
下
落

ガ
ソ
リ
ン
４
週
ぶ
り
上
昇

栃木県

脱
炭
素
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

共
同
出
展
者
を
募
集

兵
庫
県
市
場 「
早
期
の
修
復
が
必
要
」

市
場
全
般
で
市
況
停
滞

広島市内

油
外 

ア

プ

ロ
ー
チ 

セ
ン
ス
問
わ
れ
る

「
断
ら
れ
て
か
ら
が
勝
負
」

「
断
ら
れ
て
か
ら
が
勝
負
」

京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

Ｃ
Ｎ
推
進
協
議
会

市
場
内 
価
格
差
拡
大
を
懸
念

最
大
で
20
円
近
い
地
区
も
九州地区

コ
ス
ト
先
行
き
不
透
明
感
広
が
る

「
冷
静
に
見
極
め 

市
況
維
持
を
」周南市場

北
海
道
11
月
下
旬
灯
油
価
格

店
頭
118
・７
円 

配
達
121
・６
円

脱
炭
素
へ
の
対
応
を
加
速

Ｅ
Ｖ
向
け
サ
ー
ビ
ス
注
目
山口市場業者



  

(３) 第２１４４８号 （第三種郵便物認可） 令和４年（２０２２年）１２月１日 （木曜日）

西
日
本
総
合
版

西
日
本
総
合
版
名古屋支局

大阪支局
電話052（582）5826

広島支局
電話082（297）4230

福岡支局
電話092（771）9026

四国支局
電話06（6534）4181

　
【
大
分
】
大
分
県
市
場

で
は
軽
油
の
外
販
に
注
力

す
る
販
売
業
者
が
多
い
。

増
販
し
て
い
る
業
者
も
出

て
お
り
、
成
長
分
野
と
し

て
期
待
を
集
め
て
い
る
。

　

県
内
で
は
、
日
田
－
中

津
ト
ン
ネ
ル
工
事
や
耶
馬

渓
道
路
、
水
害
復
旧
工
事

需
要
が
続
い
て
い
る
。
森

林
伐
採
や
土
木
工
事
時
の

関
連
需
要
も
取
り
込
も
う

と
、
新
規
営
業
活
動
を
強

化
す
る
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
。

　

と
く
に
工
事
業
者
へ
の

顔
出
し
や
小
口
配
達
、
緊

急
対
応
の
営
業
活
動
に
力

を
入
れ
る
業
者
が
多
い
。

大
手
に
断
ら
れ
た
と
い
う

相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多

く
、
新
規
取
引
へ
つ
な
が

る
事
例
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
度
は

軽
油
出
荷
量
を
伸
ば
す
販

売
店
が
増
え
て
い
る
。
ガ

ソ
リ
ン
数
量
は
40
♂
だ

が
、
軽
油
配
達
で
40
〜
50

♂
と
い
う
店
も
あ
る
ほ
ど

だ
。

　

収
益
面
の
貢
献
も
大
き

　
【
福
岡
】
福
岡
県
市
場

で
は
、
車
検
を
サ
ー
ビ
ス

業
と
と
ら
え
、
よ
り
一
層

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
ろ

う
と
す
る
業
者
が
増
加
し

て
い
る
。
安
定
分
野
と
し

て
再
注
目
さ
れ
る
な
か
、

概
念
を
考
え
直
す
こ
と
で

受
注
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た

い
考
え
だ
。

　

背
景
に
あ
る
の
は
、
車

検
シ
ー
ン
の
成
熟
化
だ
。

Ｓ
Ｓ
に
お
い
て
も
、
近
年

は
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
経
由
の

受
注
が
増
え
て
い
る
。
顧

客
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、

サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
顧
客

満
足
と
い
う
形
の
な
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要

性
に
気
づ
く
業
者
が
増
え

た
。

　

そ
の
た
め
安
心
感
を
第

一
と
し
た
接
客
方
針
を
打

ち
出
す
Ｓ
Ｓ
が
増
え
て
い

る
。
近
年
の
ト
レ
ン
ド
と

し
て
、
整
備
士
が
直
接
顧

客
に
接
客
す
る
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
は
増
え
て
い

る
。
専
門
知
識
が
あ
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
今
後
の
部
品
交
換

の
提
案
な
ど
接
客
を
学
ば

せ
、
顧
客
満
足
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　

工
場
と
い
う
よ
り
、
Ｓ

Ｓ
施
設
の
一
環
と
し
て
、

一
体
感
の
あ
る
店
づ
く
り

に
着
手
す
る
業
者
も
増
え

て
い
る
。
工
場
も
あ
く
ま

で
Ｓ
Ｓ
の
一
環
と
し
て
、

そ
の
場
に
応
じ
て
臨
機
応

変
に
対
応
さ
せ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
顧
客
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
接
客
や
対
応

力
も
身
に
つ
け
さ
せ
る
考

え
が
増
え
て
い
る
。
安
さ

だ
け
で
受
注
で
き
る
時
代

で
は
な
く
な
っ
た
。
価

格
、
技
術
力
、
最
寄
り

性
、
技
術
へ
の
信
頼
な

ど
、
顧
客
が
何
を
最
も
求

め
て
い
る
の
か
を
つ
か
む

こ
と
の
で
き
る
人
材
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｓ
車
検
は
全
体
的
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
続
い
て

お
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
で
向
上
し
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
次
は

サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
飛
躍

す
る
」
と
い
う
声
が
増
え

て
お
り
、
需
要
獲
得
に
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

　
【
津
】
三
重
労
働
局
が

先
頃
、
発
表
し
た
三
重
県

の
９
月
の
有
効
求
人
倍
率

　
【
神
戸
】
兵
庫
県
市
場

は
、
全
般
に
11
月
の
燃
料

油
販
売
量
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
収
益
と
も
低
調
だ
っ

た
。
市
況
水
準
は
下
が
っ

て
い
る
も
の
の
、
地
域
ユ

ー
ザ
ー
の
ガ
ソ
リ
ン
需
要

が
上
が
ら
ず
、
関
連
商
材

販
売
も
秋
口
か
ら
の
不
振

が
続
く
な
ど
、
販
売
業
者

間
で
は
今
月
の
年
末
商
戦

で
の
成
果
獲
得
を
不
安
視

す
る
声
が
あ
が
る
。

　

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
主
体
の
特

約
店
に
よ
る
と
、
ガ
ソ
リ

ン
販
売
量
が
前
年
比
95
％

に
と
ど
ま
り
、
軽
油
も
１

０
０
％
を
割
り
込
ん
だ
。

「
昨
年
11
月
が
前
年
実
績

並
み
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
予
想
以
上
に
燃

料
油
全
般
の
需
要
が
減
退

し
て
い
る
」
と
厳
し
い
見

方
だ
。

　

一
方
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

収
益
は
、
洗
車
こ
そ
微
増

だ
っ
た
が
、
不
振
が
目
立

つ
タ
イ
ヤ
な
ど
を
含
め
た

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
全
体
で
は

前
年
比
90
％
程
度
。「
と

く
に
交
換
が
必
要
な
消
耗

品
の
売
れ
行
き
が
悪
く
、

洗
車
頼
み
の
状
態
が
続
い

て
い
る
」
と
い
う
。

　

今
週
か
ら
書
き
入
れ
時

の
12
月
商
戦
が
始
動
し
て

い
る
が
、
別
の
販
売
業
者

は
「
こ
れ
か
ら
燃
料
油
需

要
が
上
が
っ
て
く
る
か
ど

う
か
。
カ
ー
ケ
ア
関
連
商

材
の
販
売
が
低
調
推
移
し

て
い
る
だ
け
に
、
今
後
の

ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
課
題
」

と
み
て
い
る
。

　
【
堺
市
＝
大
阪
】
大
阪

府
泉
州
地
域
の
地
場
Ｓ
Ｓ

は
秋
以
降
、
安
定
し
た
マ

ー
ジ
ン
を
確
保
し
て
い

る
。
地
域
間
競
争
が
少
な

い
こ
と
や
、
価
格
の
変
動

が
少
な
い
こ
と
が
要
因
。

顧
客
と
の
信
頼
関
係
も
安

定
性
を
後
押
し
す
る
。

　

仕
切
り
が
下
落
傾
向
に

あ
り
、
先
月
の
セ
ル
フ
市

況
は
、
初
旬
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
㍑
１
６
７
円
前
後
か

ら
、
下
旬
は
１
６
４
円
程

度
に
軟
化
。
平
均
マ
ー
ジ

ン
20
円
前
後
を
維
持
す
る

な
か
、
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量

は
前
年
並
み
を
維
持
し

「
理
想
に
近
い
水
準
」（
店

主
）
と
み
る
。

　

同
Ｓ
Ｓ
で
は
コ
ロ
ナ
禍

以
降
、
客
単
価
が
減
る
時

期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
客

離
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

「
掛
け
売
り
を
中
心
に
、

固
定
客
と
は
良
い
と
き
も

悪
い
と
き
も
つ
き
合
え
る

関
係
を
目
指
し
て
い
る
」

と
強
み
を
話
す
。

　
【
三
豊
市
＝
香
川
】
吉

田
石
油
店
（
三
豊
市
詫
間

町
・
眞
鍋
和
典
社
長
）
は

11
月
26
日
、
三
豊
市
文
化

会
館
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
で

「
第
17
回
お
客
様
感
謝

祭
」
を
開
催
し
た
。
同
感

謝
祭
は
Ｓ
Ｓ
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
顧
客
、
需
要
家
な
ど
関

係
取
引
先
、
地
域
住
民
へ

の
日
頃
の
感

謝
の
意
を
込

め
た
恒
例
イ

ベ
ン
ト
。
マ

ス
ク
着
用
、

検
温
と
手
指

消
毒
お
よ
び

連
絡
先
の
提

出
な
ど
、
万

全
の
感
染
対

策
を
講
じ
た

多
数
の
親
子

連
れ
が
会
場

を
訪
れ
大
い
に
に
ぎ
わ
っ

た
。

　

開
会
時
に
主
催
者
を
代

表
し
て
、
お
客
様
感
謝
祭

実
行
委
員
会
の
辻
漂
吉
人

事
課
長
代
理
が
「
日
頃
当

社
を
ご
愛
顧
い
た
だ
く
お

客
さ
ま
、
地
域
の
み
な
さ

ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
た
感
謝
祭
は
今
年
で

17
回
目
を
迎
え
ま
す
。
み

な
さ
ま
に
と
っ
て
楽
し
い

一
日
に
な
る
こ
と
を
祈
念

致
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

午
前
の
部
は
香
川
県
を

中
心
に
歌
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
と
し
て
活
躍
す

る
「
ま
ん
ま
る
ポ
ケ
ッ

ト
」
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

午
後
の
部
は
今
春
に
日
本

で
公
開
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
コ
メ
デ
ィ
ー
映
画

「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
ネ
ク
ス
ト
ス

テ
ー
ジ
」
の
上
映
会
を
行

っ
た
。
午
前
・
午
後
の
部

と
も
開
演
終
了
後
に
子
ど

も
た
ち
に
お
菓
子
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
、
入
場
時
に
引

き
換
え
た
抽
選
券
で
豪
華

商
品
が
当
た
る
お
楽
し
み

大
抽
選
会
を
実
施
し
た
。

　

館
内
で
は
マ
リ
ン
ウ
ェ

ー
ブ
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
カ
ル
チ

ャ
ー
作
品
展
示
会
が
行
わ

れ
、
ロ
ビ
ー
で
は
高
瀬
茶

業
組
合
の
生
薬
販
売
、

「
へ
ん
こ
つ
パ
ン
」
の
惣

菜
パ
ン
や
「
さ
ぬ
キ
ッ
チ

ン
」
の
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
が

販
売
さ
れ
た
。
テ
ン
ト
村

で
は
メ
ダ
カ
す
く
い
や
射

的
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
が
行
わ
れ
、
ホ
ッ
ト

サ
ン
ド
の
「
ｙ
ｏ
ｒ
ｉ
ｍ

ｉ
ｔ
ｉ
」
や
フ
ィ
ッ
シ
ュ

バ
ー
ガ
ー
の
「
ひ
ら
た

や
」
な
ど
地
元
で
有
名
な

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
多
数
出

店
し
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

終
了
後
に
は
多
く
の
親
子

が
行
列
を
つ
く
っ
た
。

　
【
広
島
】
広
島
県
市
場

で
は
、
引
き
続
き
人
手
不

足
に
悩
む
Ｓ
Ｓ
が
多
い
。

　

広
島
市
内
の
あ
る
Ｓ
Ｓ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
年
末

商
戦
の
繁
忙
期
を
目
前
に

控
え
な
が
ら
、
十
分
な
人

員
態
勢
が
整
っ
て
い
な

い
」
と
悩
む
。
コ
ロ
ナ
第

８
波
に
あ
っ
て
も
行
動
制

限
が
な
い
た
め
、
飲
食
関

係
の
募
集
が
以
前
よ
り
活

発
に
な
っ
て
求
職
者
が
流

れ
て
い
る
こ
と
が
一
因
と

み
て
い
る
。

　

別
の
Ｓ
Ｓ
所
長
も
「
歳

末
に
向
け
て
冬
タ
イ
ヤ
交

換
や
洗
車
・
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
灯
油
販
売
と
忙
し
く

な
る
が
、
肝
心
の
人
が
足

り
て
い
な
い
」
と
焦
り
を

隠
さ
な
い
。
多
く
の
Ｓ
Ｓ

が
何
ら
か
の
手
を
打
つ
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

即
効
的
な
妙
案
で
は
な

い
が
、
中
長
期
的
な
取
り

組
み
と
し
て
あ
る
Ｓ
Ｓ
関

係
者
が
あ
げ
て
い
る
の
が

高
齢
者
の
登
用
だ
。「
体

力
面
で
ハ
ン
デ
ィ
は
あ
る

が
、
そ
こ
を
カ
バ
ー
し
合

え
る
就
労
環
境
を
整
備
す

れ
ば
可
能
性
は
開
け
る

し
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
方

も
多
い
」
と
し
「
満
足
し

て
働
け
る
職
場
で
あ
れ
ば

友
人
知
人
へ
の
ク
チ
コ
ミ

や
紹
介
も
期
待
で
き
る
」

と
問
題
解
決
を
模
索
し
て

い
る
。

　
【
松
江
】
松
江
市
場
で

は
、
初
雪
に
備
え
て
、
タ

イ
ヤ
の
脱
着
や
交
換
を
Ｐ

Ｒ
す
る
Ｓ
Ｓ
（
業
者
）
が

多
い
。
11
月
は
高
気
圧
に

覆
わ
れ
て
暖
か
く
晴
れ
た

日
が
多
か
っ
た
も
の
の
、

12
月
に
入
る
と
冬
型
の
気

圧
配
置
で
気
温
が
下
が

り
、
初
雪
が
降
る
予
報
も

あ
る
。
慢
性
的
な
人
手
不

足
や
深
刻
な
品
不
足
の
問

題
も
あ
り
、
昨
シ
ー
ズ
ン

よ
り
も
遅
れ
が
目
立
っ
て

い
る
。

　

気
象
庁
の
発
表
に
よ
る

と
、
12
月
か
ら
来
年
２
月

ま
で
の
３
カ
月
間
の
平
均

気
温
は
、
平
年
並
み
か
平

年
よ
り
低
い
見
込
み
。
降

雪
量
も
平
年
並
み
か
平
年

よ
り
多
く
な
る
見
通
し

で
、
早
め
の
取
り
組
み
が

重
要
だ
。
12
月
初
旬
に
は

初
雪
が
降
る
と
の
見
方
も

広
が
っ
て
お
り
、
タ
イ
ヤ

脱
着
や
交
換
の
気
運
が
徐

々
に
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ

る
。

　

あ
る
Ｓ
Ｓ
所
長
は
「
暖

か
い
日
が
多
く
、
早
め
の

脱
着
や
交
換
を
呼
び
か
け

て
も
効
果
が
な
か
っ
た

が
、
い
よ
い
よ
Ｐ
Ｒ
を
本

格
化
さ
せ
た
い
」
と
意
気

込
む
。
今
年
は
タ
イ
ヤ
の

相
次
ぐ
値
上
げ
や
、
日
中

の
気
温
上
昇
で
冬
商
戦
は

や
や
低
調
な
滑
り
出
し
。

同
所
長
は
「
人
気
の
Ｓ
Ｕ

Ｖ
を
中
心
に
、
車
種
や
サ

イ
ズ
に
よ
っ
て
は
欠
品
に

な
る
気
配
も
あ
り
、
慎
重

に
対
応
し
た
い
」と
い
う
。

　

別
の
地
場
業
者
は
「
法

人
や
常
連
客
を
中
心
に
、

11
月
中
に
交
換
を
終
わ
ら

せ
た
か
っ
た
が
、
人
手
不

足
で
出
遅
れ
た
」
と
嘆

く
。
慢
性
的
な
人
手
不
足

の
う
え
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
り

濃
厚
接
触
者
に
該
当
す
る

な
ど
し
て
、
欠
員
が
増

加
。
先
の
業
者
は
「
従
業

員
や
顧
客
の
安
全
を
最
優

先
に
し
な
が
ら
、
円
滑
な

運
営
が
求
め
ら
れ
る
難
し

い
冬
商
戦
だ
」
と
話
す
。

　
【
名
古
屋
】
東
海
地
区

Ｓ
Ｓ
で
は
、
人
手
不
足
に

よ
る
販
売
機
会
の
喪
失
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
Ｓ

Ｓ
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
が
日

増
し
に
難
し
く
な
る
な

か
、
人
員
を
確
保
で
き
ず

に
自
動
車
関
連
作
業
や
灯

油
の
配
送
等
の
依
頼
を
断

ら
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
。
ス
タ
ッ

フ
の
雇
用
で
人
件
費
は
増

加
す
る
も
の
の
、
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
の
依
頼
に
応
え
ら

れ
な
け
れ
ば
商
機
を
逃
し

か
ね
な
い
。
同
地
区
Ｓ
Ｓ

か
ら
は
、
外
国
人
労
働
者

の
雇
用
環
境
を
整
え
た
り

消
防
法
の
規
制
緩
和
な
ど

人
手
不
足
解
消
に
向
け
た

柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

東
海
地
区
の
複
数
石
油

販
売
業
者
に
よ
る
と
、
慢

性
的
な
人
手
不
足
に
よ
り

店
長
ク
ラ
ス
や
専
門
分
野

の
ス
タ
ッ
フ
を
引
き
抜
こ

う
と
す
る
動
き
が
増
え
て

い
る
。
と
く
に
店
舗
運
営

力
が
高
い
人
材
や
経
験
者

で
即
戦
力
に
な
る
人
材
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
逆
の
立
場
か
ら
す
る

と
、
人
材
流
出
を
防
ぐ
た

め
の
取
り
組
み
も
急
ぐ
必

要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

あ
る
Ｓ
Ｓ
経
営
者
は

「
当
社
の
店
長
が
、
他
社

か
ら
引
き
抜
き
の
打
診
が

あ
っ
た
と
打
ち
明
け
て
く

れ
た
。
こ
の
社
員
が
当
社

に
と
ど
ま
っ
て
く
れ
た
の

は
、
当
社
が
こ
れ
ま
で
給

与
の
見
直
し
な
ど
全
社
的

に
ス
タ
ッ
フ
の
待
遇
改
善

を
図
っ
て
き
た
た
め
で
も

あ
る
だ
ろ
う
」
と
話
す
。

　

別
の
企
業
は
「
転
職
支

援
企
業
が
、
当
社
が
求
め

る
人
材
の
雇
用
を
約
束
す

る
と
い
っ
た
が
、
費
用
対

　
【
沖
縄
】
沖
縄
県
市
場

で
は
、
一
部
で
ガ
ソ
リ
ン

店
頭
価
格
の
軟
化
傾
向
が

や
や
強
ま
っ
て
い
る
。
大

勢
で
は
㍑
１
６
５
〜
１
７

０
円
と
安
定
路
線
を
走

る
。
一
方
で
、
１
５
０
円

台
前
半
が
少
し
ず
つ
広
が

り
を
み
せ
て
お
り
、
点
か

ら
線
へ
と
成
長
し
て
い

る
。
市
場
内
で
は
不
協
和

音
が
聞
こ
え
て
い
る
。

　

11
月
商
戦
の
販
売
状
況

は
大
き
く
減
少
は
な
く
、

前
年
比
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
し
か
し
安
値
の
近
隣

Ｓ
Ｓ
で
は
、
小
さ
な
需
要

の
減
少
を
顧
客
の
流
出
と

認
識
す
る
と
こ
ろ
も
増
え

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
が
値
下

げ
Ｓ
Ｓ
増
加
の
第
一
の
理

由
だ
。

　

ま
た
安
値
と
の
価
格
差

が
大
き
く
な
り
過
ぎ
た
こ

と
も
要
因
だ
。
15
円
以
上

に
も
な
る
価
格
差
が
販
売

業
者
に
与
え
る
不
安
は
大

き
く
、
顧
客
流
出
へ
の
不

安
だ
け
で
な
く
、「
消
費

者
に
不
信
感
を
与
え
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
不

安
も
あ
お
っ
て
い
る
。
こ

れ
が
二
つ
目
の
理
由
と
な

っ
て
い
る
。

　

確
か
に
大
き
な
需
要
の

復
活
は
な
い
。
そ
の
た
め

「
こ
ん
な
も
の
で
は
な

い
」
と
い
う
思
い
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
半
で

は
、
需
要
減
少
の
な
か
で

利
益
の
確
保
を
重
要
視
し

て
き
た
こ
と
で
収
益
を
向

上
さ
せ
て
い
た
だ
け
に
、

落
胆
す
る
声
は
多
い
。

　

沖
縄
県
販
売
業
者
は

「
小
さ
な
波
で
終
わ
る
こ

と
を
願
い
た
い
」
と
語

る
。
年
末
商
戦
目
前
に
小

さ
な
波
が
荒
波
に
な
る
こ

と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　

12
月
商
戦
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
価
格
面
で
の
不
安

は
商
戦
を
大
き
く
揺
さ
ぶ

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

た
め
に
、
早
急
な
底
上
げ

と
価
格
是
正
を
望
む
声
が

多
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
新
規
感
染
者
も
ジ
ワ

リ
と
増
加
し
つ
つ
あ
り
、

不
安
な
面
も
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
不
安
要
素
の
一
掃

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
季
節
調
整
値
）
は
、
前

月
と
同
数
値
の
１
・
43
倍

だ
っ
た
。
全
国
平
均
を
０

・
09
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
同

労
働
局
で
は
「
県
内
の
雇

用
情
勢
は
改
善
の
動
き
が

継
続
し
て
い
る
」
と
の
見

解
を
示
し
た
。

　

県
内
の
安
定
所
別
（
原

数
値
）
で
は
、
桑
名
１
・

38
倍
、
四
日
市
１
・
57

倍
、
鈴
鹿
１
・
23
倍
、
津

１
・
43
倍
、
松
阪
１
・
36

倍
、
伊
勢
１
・
56
倍
、
伊

賀
１
・
28
倍
、
尾
鷲
２
・

11
倍
、
熊
野
１
・
62
倍
。

　

主
要
産
業
別
の
新
規
求

人
状
況
を
み
る
と
、
前
年

同
月
と
く
ら
べ
て
最
も
落

ち
込
ん
だ
の
は
、
Ｓ
Ｓ
を

含
む
「
卸
売
業
・
小
売

業
」
で
８
・
０
％
減
（
１

０
７
７
人
）。
続
い
て
４

・
８
％
減
（
１
８
１
７

人
）
の
「
サ
ー
ビ
ス
業

（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も

の
）」
だ
っ
た
。

　

一
方
、
大
き
く
伸
び
た

の
は
90
・
０
％
増
（
38

人
）
の
「
鉱
業
・
採
石
業

・
砂
利
採
取
業
」
で
、
71

・
１
％
増
（
３
８
５
人
）

「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

・
娯
楽
業
」、
60
・
０
％

増
（
８
人
）
の
「
電
気
・

ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道

業
」
と
続
く
。

　

一
方
、
Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）
Ｓ
Ｓ

や
商
社
系
な
ど
の
安
値
業

者
で
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１

４
６
〜
１
４
９
円
、
軽
油

１
２
３
〜
１
２
５
円
と
価

格
競
争
を
続
け
て
い
る
。

関
係
筋
は
「
ど
う
や
っ
て

収
益
を
あ
げ
て
い
る
の

か
」
と
首
を
ひ
ね
る
。

　

ま
た
特
約
店
代
表
は

「
安
値
業
者
の
１
４
０
円

台
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
元

売
系
列
も
価
格
を
上
げ
ら

れ
な
い
」
と
た
め
息
を
つ

く
。「
先
週
、
元
売
仕
切

り
値
は
下
が
っ
た
も
の

の
、（
燃
料
油
価
格
激
変

緩
和
）
補
助
金
が
減
額
し

た
た
め
実
質
10
銭
の
仕
入

れ
値
上
げ
だ
っ
た
。
そ
れ

で
も
価
格
転
嫁
す
る
気
運

に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
。
今
週
も
価
格
に
動
き

は
な
い
だ
ろ
う
し
、
あ
っ

た
と
し
て
も
値
下
げ
に
舵

を
切
る
の
で
は
な
い
か
」。

　

た
だ
現
状
の
価
格
帯
で

一
定
の
収
益
を
得
ら
れ
て

い
れ
ば
問
題
は
な
い
。
実

情
は
ど
う
か
－
。
同
代
表

は
「
こ
の
低
市
況
で
は
、

収
益
的
に
か
な
り
厳
し

い
」
と
吐
露
す
る
。「
同

じ
近
畿
で
も
大
阪
で
は
１

６
０
円
を
超
え
て
い
る
。

そ
れ
に
く
ら
べ
て
（
和
歌

山
市
で
は
）
５
円
以
上
安

い
。
収
益
を
得
ら
れ
て
い

る
わ
け
が
な
い
」。

　

加
え
て
今
後
に
不
安
も

あ
る
。「
年
末
か
ら
年
始

に
か
け
て
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
閉
鎖

し
た
Ｓ
Ｓ
跡
地
に
新
た
な

Ｓ
Ｓ
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
価
格
と
し

て
破
格
値
を
掲
げ
か
ね
な

い
た
め
、
価
格
競
争
に
拍

車
が
か
か
る
。
市
内
だ
け

で
な
く
、
近
隣
商
圏
で
も

（
安
値
の
）
影
響
が
出
る

の
で
は
な
い
か
」。

　

コ
ロ
ナ
第
８
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
。
地
域
住
民

の
自
主
的
な
外
出
取
り
や

め
や
、
地
方
経
済
の
停
滞

な
ど
も
十
分
に
あ
り
得

る
。
燃
料
油
需
要
の
減
退

も
想
定
し
、
適
正
収
益
を

得
ら
れ
る
市
況
構
築
を
急

ぎ
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
【
佐
賀
】
い
よ
い
よ
師

走
商
戦
に
突
入
し
た
。
佐

賀
市
場
の
販
売
業
者
に
と

っ
て
、
今
月
は
試
練
と
な

る
様
相
が
濃
く
な
っ
て
い

る
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
芳
し

く
な
い
な
か

店
頭
価
格
は

ジ
ワ
ジ
ワ
と

軟
化
し
、
油

外
は
絶
不

調
。
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
ム
ー
ド
の

な
か
、
12
月
商
戦
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

11
月
の
コ
ス
ト
下
げ
基

調
を
受
け
て
、
㍑
１
円
ず

つ
ジ
ワ
ジ
ワ
と
価
格
が
下

が
る
状
況
が
続
い
て
き

た
。
現
在
の
ガ
ソ
リ
ン
中

心
価
格
は
、
１
５
７
円
と

１
６
４
円
に
二
極
化
し
て

い
る
。
需
要
は
10
月
か
ら

の
不
調
が
続
い
て
お
り
、

市
況
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
二

重
苦
を
抱
え
て
い
る
構
図

は
変
わ
ら
な
い
。

　

油
外
の
厳
し
さ
も
拍
車

を
か
け
て
い
る
。
例
年
、

11
月
下
旬
に
は
、
12
月
の

３
分
の
１
近
い
予
約
が
入

っ
て
い
る
業
者
が
多
か
っ

た
。
そ
れ
が
今
年
は
、
ほ

と
ん
ど
の
Ｓ
Ｓ
で
思
う
よ

う
に
予
約
が
入
っ
て
い
な

い
。
物
価
高
の
影
響
や
複

数
の
要
因
が
重
な
り
、
先

の
読
め
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
今
年
度
を
通
し
て

油
外
は
停
滞
ム
ー
ド
が
続

い
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
に

も
か
つ
て
の
よ
う
な
12
月

商
戦
に
向
け
た
緊
張
感
が

薄
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
目
標
達

成
に
向
け
て
何
が
何
で
も

や
り
抜
く
－
と
い
う
話
は

通
用
し
な
く
な
っ
て
い

る
。

　

そ
の
た
め
需
要
喚
起
と

油
外
ム
ー
ド

の
醸
成
を
ど

う
図
る
の

か
、
販
売
業

者
は
難
し
い

課
題
に
直
面

し
て
い
る
。

　

佐
賀
市
内
に
出
店
す
る

大
手
特
約
店
幹
部
は
「
こ

の
ま
ま
で
は
稼
ぎ
時
を
失

う
こ
と
と
な
る
。
成
り
行

き
任
せ
で
は
な
く
立
て
直

し
た
い
」
と
指
摘
す
る
。

効
果
が
あ
る
か
不
安
に
思

っ
て
い
る
。
雇
用
で
き
て

も
油
外
販
売
の
能
力
が
低

か
っ
た
り
、
定
着
せ
ず
に

退
社
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
か
ら
」
と

話
す
。

　

ま
た
昨
今
、
同
地
区
で

も
石
油
販
売
業
者
が
事
業

多
角
化
を
目
指
そ
う
と
い

う
動
き
が
強
ま
る
な
か
、

販
売
業
者
が
転
職
支
援
企

業
に
新
事
業
拡
大
等
で
必

要
な
人
材
を
確
保
す
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
新

事
業
分
野
に
お
け
る
既
存

ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
向
上

に
時
間
を
か
け
る
よ
り

も
、
専
門
知
識
を
有
し
か

つ
業
務
経
験
豊
富
な
人
材

を
雇
用
し
た
ほ
う
が
事
業

拡
大
を
図
り
や
す
い
と
の

判
断
だ
。
し
か
し
優
秀
な

人
材
の
確
保
は
異
業
種
で

も
競
争
が
激
し
く
、
獲
得

に
か
か
る
コ
ス
ト
も
大
き

い
の
が
実
情
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
配
送
員
雇

用
の
厳
し
い
状
況
は
変
わ

ら
ず
、
同
地
区
複
数
Ｓ
Ｓ

で
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
配

送
依
頼
を
断
ら
ざ
る
を
得

な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
と
い
う
。
あ
る
業
者
は

「
求
人
応
募
の
多
く
は
高

齢
者
で
、
未
経
験
者
が
ほ

と
ん
ど
。
灯
油
配
送
は
あ

ま
り
に
高
齢
だ
と
危
険
な

の
で
任
せ
ら
れ
ず
、
必
要

な
人
材
を
雇
用
で
き
ず
に

困
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

同
地
区
の
あ
る
業
者
は

「
Ｓ
Ｓ
業
界
全
体
で
人
手

不
足
の
解
消
を
図
る
に

は
、
外
国
人
労
働
者
の
雇

用
を
可
能
に
し
た
り
、
消

防
法
規
制
を
緩
和
し
た
り

す
る
な
ど
の
法
的
措
置
が

必
要
だ
ろ
う
。
対
応
を
急

が
な
い
と
、
人
材
難
に
よ

る
廃
業
も
起
こ
り
う
る
。

法
的
措
置
に
よ
り
Ｓ
Ｓ
の

過
疎
化
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｓ
が
人
手
不
足
で

困
ら
な
い
よ
う
に
運
営
を

後
押
し
し
て
ほ
し
い
」
と

強
調
す
る
。

い
。
店
頭
軽
油
価
格
は
、

㍑
１
４
５
円
台
後
半
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
だ
。
一

方
、
配
達
価
格
は
１
５
５

円
前
後
が
多
く
、
マ
ー
ジ

ン
は
１
㍑
30
円
を
ゆ
う
に

超
え
る
。
Ｓ
Ｓ
主
力
の
油

種
の
な
か
で
は
、
最
も
利

幅
が
大
き
い
。

　

い
ず
れ
の
業
者
も
「
ガ

ソ
リ
ン
の
よ
う
に
価
格
競

争
が
表
面
化
し
に
く
い
。

小
口
な
ど
隙
間
の
需
要
は

販
売
店
の
強
み
を
発
揮
し

や
す
い
」
と
指
摘
し
て
お

り
、
引
き
続
き
外
販
に
力

を
注
い
で
い
く
考
え
だ
。

　
【
和
歌
山
】
和
歌
山
市
の
セ
ル
フ
市
況
が
改
善
し
な
い
。
11
月
28
日
現
在
、

元
売
系
列
で
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
店
頭
価
格
㍑
１
５
３
〜
１
５
５
円
（
実
売
１
５
０

〜
１
５
２
円
）、
軽
油
１
３
１
〜
１
３
４
円
（
同
１
２
７
円
前
後
）。

─ 和歌山市 ─
人手不足解消を模索

広島県内SS

高齢者登用も視野に

車検は「サービス業」
福岡県内業者

ニーズ多様化、顧客満足追求へ

収益の厳しさ訴える声収益の厳しさ訴える声
レ
ギ
ュ
ラ
ー
153
〜
155
円

経
験
し
た
こ
と
な
い
不
調
ム
ー
ド

試
練
の
師
走
商
戦
突
入

佐賀市場

松江市場SS

タ
イ
ヤ 

脱
着
交
換 〝
出
遅
れ
〞

人
手
不
足
、深
刻
な
品
不
足
で

背
景
に「
顧
客
か
ら
の
信
頼
」

利
幅
安
定

利
幅
安
定
2020
円
維
持

円
維
持

泉州地域SS

セ
ル
フ
低
市
況
脱
せ
ず

セ
ル
フ
低
市
況
脱
せ
ず

吉田石油店

第
17
回
お
客
様
感
謝
祭

多
数
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う

ス
テ
ー
ジ
の
様
子

人
手
不
足
で 

販
売
機
会
喪
失

人
材
難
に
よ
る
廃
業
リ
ス
ク
も
東海地区ＳＳ

底
堅
い
需
要
に
期
待
集
ま
る

大
分
県
内
業
者 

軽
油
、外
販
へ
注
力

ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
95
％

11
月
メ
ン
テ
も
振
る
わ
ず

兵庫県内業者

有
効
求
人
倍
率
１
・
43
倍

９
月
三
重
県 

前
月
と
同
数
値

ガ
ソ
リ
ン
や
や
軟
化
傾
向

安
値
が
点
か
ら
線
へ
沖縄県市場
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【
ベ
ル
リ
ン
】
ド
イ
ツ
政
府
が
、

石
油
・
ガ
ス
・
石
炭
企
業
に
対
す

る
超
過
利
得
税
の
導
入
を
計
画
し

て
い
る
。
ド
イ
ツ
財
務
省
に
よ
る

と
、
同
課
税
は
２
０
２
２
〜
２
０

２
３
年
の
利
益
が
２
０
１
８
〜
２

０
２
１
年
の
平
均
を
20
％
上
回
る

企
業
を
対
象
と
し
、
税
率
は
33
％

で
今
年
末
に
実
施
さ
れ
る
見
通
し

だ
と
い
う
。　

　

11
月
22
日
に
発
表
し
た
２
０
２

３
年
６
月
ま
で
実

施
予
定
の
電
力
業

界
へ
の
課
税
と

は
、別
枠
に
な
る
見
込
み
と
し
た
。

　

あ
る
関
係
筋
は
、
同
課
税
に
よ

り
10
億
〜
30
億
∨
（
10
億
４
０
０

０
万
〜
31
億
３
０
０
０
万
㌦
）
の

歳
入
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と

期
待
を
か
け
て
い
る
。

　

一
方
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

の
各
ロ
ビ
ー
団
体
は
今
回
の
石
油

・
ガ
ス
・
石
炭
業
界
へ
の
課
税
は

不
十
分
だ
と
主
張
、
税
率
を
60
〜

80
％
に
す
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。

石
油
・
ガ
ス
企
業
掘

削
活
動
2023
年
拡
大
か

カ

ナ

ダ

　
【
カ
ル
ガ
リ
ー
】
世
界

第
４
位
の
産
油
国
カ
ナ
ダ

の
石
油
・
ガ
ス
企
業
各
社

の
掘
削
活
動
が
来
年
、
拡

大
す
る
見
通
し
だ
。
政
府

所
有
の
ト
ラ
ン
ス
・
マ
ウ

ン
テ
ン
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
拡
張
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

企
業
Ｔ
Ｃ
エ
ナ
ジ
ー
の
コ

ー
ス
タ
ル
・
ガ
ス
リ
ン
ク

・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設

が
２
０
２
３
年
末
に
、
完

了
す
る
見
通
し
の
た
め
。

　

Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
（
カ
ナ
ダ

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
協

会
）
は
、
企
業
各
社
が
掘

削
す
る
油
井
数
が
今
年
の

５
５
８
２
本
か
ら
８
２
７

本
増
の
６
４
０
９
本
に
な

る
と
試
算
し
て
い
る
。
Ｃ

Ａ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
の
シ
ョ
ル
ツ
代

表
は
労
働
者
不
足
が
掘
削

拡
大
の
足
か
せ
に
な
る
可

能
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
】
米

国
の
投
資
銀
行
ゴ
ー
ル
ド

マ
ン
サ
ッ
ク
ス
が
先
頃
、

第
４
四
半
期
（
10
〜
12

月
）
の
ブ
レ
ン
ト
原
油
価

格
の
見
通
し
を
下
方
修
正

し
た
。

　

下
方
修
正
は
、
Ｇ
７

（
主
要
７
カ
国
）
に
よ
る

ロ
シ
ア
産
石
油
価
格
へ
の

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
】
ト

レ
ー
ダ
ー
・
ビ
ト
ル
の
ハ

ー
デ
ィ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
（
最
高
経

営
責
任
者
）

は
11

月
23

日
、
Ｇ
７

（
主
要
７
カ
国
）
に
よ
る

ロ
シ
ア
産
石
油
価
格
へ
の

上
限
設
定
策
が
中
小
企
業

と
の
取
引
へ
の
転
換
を
促

す
と
の
見
方
を
明
ら
か
に

上
限
設
定
策
の
効
果
の
不

透
明
性
が
市
場
の
懸
念
を

強
め
て
い
る
こ
と
や
、
中

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
さ
ら

な
る
需
要
減
少
の
可
能
性

な
ど
を
考
慮
し
た
。

　

各
要
因
か
ら
、
同
価
格

は
第
４
四
半
期
、
前
回
予

想
を
†
10
㌦
下
回
り
１
０

し
た
。

　

Ｇ
７
は
現
在
、
対
ロ
シ

ア
経
済
制
裁
の
一
環
と
し

て
、
12
月
５
日
か
ら
ロ
シ

ア
産
石
油
価
格
へ
上
限
を

設
け
る
こ
と
で
調
整
を
進

め
て
い
る
。
同
政
策
の
導

入
後
、
欧
米
の
銀
行
や
保

険
会
社
な
ど
の
大
手
企
業

は
、
ロ
シ
ア
産
石
油
が
上

０
㌦
に
な
る
見
通
し
だ
と

い
う
。

　

一
方
、
２
０
２
３
年
通

年
の
見
通
し
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
プ
ラ
ス
が
大
規
模
な
減

産
を
継
続
し
た
場
合
の
在

庫
減
少
の
可
能
性
を
指
摘

す
る
も
の
の
、
１
１
０
㌦

と
前
回
の
予
想
を
据
え
置

い
た
。

限
以
下
の
価
格
で
売
却
さ

れ
た
こ
と
が
明
確
で
な
い

限
り
ロ
シ
ア
産
の
取
引
に

参
加
し
な
い
見
通
し
だ
。

　

そ
の
た
め
ハ
ー
デ
ィ
氏

は
、
欧
州
へ
供
給
さ
れ
て

い
る
ロ
シ
ア
産
の
残
り
の

取
引
に
お
け
る
仲
介
が
大

手
企
業
か
ら
、
Ｇ
７
の
政

策
の
影
響
を
受
け
な
い
中

　

Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
（
ア
ブ
ダ

ビ
国
営
石
油
）
は
、
５
０

０
万
†
‡
の
拡
張
達
成
の

目
標
期
日
を
表
向
き
に
は

２
０
３
０
年
と
し
て
い
る

が
、
内
部
で
は
２
０
２
７

年
に
前
倒
し
し
て
い
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。

　

目
標
期
日
を
早
け
れ
ば

２
０
２
５
年
に
さ
ら
に
前

倒
し
に
す
る
案
は
、
急
速

に
変
化
す
る
世
界
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
、
内
部
の
意
思
決
定

の
加
速
を
目
的
に
７
月
に

設
立
し
た
Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
の

ア
ク
セ
レ
レ
ー
ト
１
０
０

Ｘ
部
門
に
よ
っ
て
打
ち
出

さ
れ
た
も
の
だ
と
Ｅ
Ｉ
Ｇ

（
エ
ナ
ジ
ー
・
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
・
グ
ル
ー
プ
）

は
理
解
し
て
い
る
。

　

こ
の
件
に
詳
し
い
情
報

筋
は
「
生
産
能
力
拡
張
計

画
は
急
速
に
進
み
２
０
２

５
年
ま
で
に
実
行
さ
れ
る

可
能
性
が
高
い
が
、
多
額

の
追
加
投
資
が
必
要
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
「
実

行
可
能
だ
が
、
非
常
に
楽

観
的
。
な
ぜ
な
ら
大
規
模

投
資
だ
か
ら
だ
」
と
Ｅ
Ｉ

Ｇ
に
話
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
は
近
年
、

上
流
部
門
の
能
力
拡
張
を

迅
速
に
進
め
て
い
る
。

　

米
国
の
石
油
大
手
エ
ク

ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
が
、
予
定

よ
り
約
３
年
早
い
２
０
２

１
年
末
に
沖
合
の
巨
大
な

上
部
ザ
ク
ム
油
田
の
生
産

能
力
を
１
０
０
万
†
‡
へ

拡
張
す
る
作
業
を
完
了
さ

せ
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
ブ

ダ
ビ
の
石
油
生
産
能
力
は

現
在
、
４
３
０
万
†
‡
に

達
し
て
い
る
と
Ｅ
Ｉ
Ｇ
は

考
え
て
い
る
。
２
０
２
５

年
ま
た
は
２
０
２
７
年
ま

で
の
５
０
０
万
†
‡
達
成

に
必
要
な
生
産
能
力
拡
張

が
ど
こ
で
行
わ
れ
る
の
か

は
、
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。

　

Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
は
こ
こ
数

年
間
、
沖
合
・
陸
上
で
能

力
拡
張
を
前
進
さ
せ
、
２

０
１
８
年
以
降
２
度
の
上

流
部
門
に
関
す
る
ラ
イ
セ

ン
ス
供
与
で
与
え
ら
れ
た

多
数
の
鉱
区
で
探
査
を
す

で
に
始
め
て
い
る
。
現
在

の
生
産
能
力
の
う
ち
沖
合

で
２
２
０
万
†
‡
以
上
、

陸
上
は
約
２
０
０
万
†
‡

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ア
ブ
ダ
ビ
の
上
流
部
門

に
近
い
複
数
の
業
界
筋
は

「
拡
張
分
が
ど
こ
か
ら
も

た
ら
さ
れ
る
の
か
分
か
ら

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

探
査
鉱
区
が
拡
張
計
画
に

含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
、

ま
た
そ
の
場
合
、
ど
の
程

度
に
な
る
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
一
部
の
情
報
筋

は
、
探
査
が
成
功
す
る
と

は
限
ら
な
い
た
め
、
そ
の

可
能
性
は
低
い
と
主
張
し

て
い
る
。

　

能
力
が
今
後
数
年
間
で

大
幅
に
拡
張
さ
れ
る
可
能

性
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ア
ブ
ダ
ビ
最
大
の
油
田

で
あ
り
、
世
界
最
大
級
の

沖
合
油
田
で
も
あ
る
上
部

ザ
ク
ム
の
さ
ら
な
る
拡
張

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

利
権
に
お
い
て
Ａ
Ｄ
Ｎ

Ｏ
Ｃ
と
提
携
し
て
い
る
エ

ク
ソ
ン
と
日
本
の
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
は
、
現
在
の
油
田
の

生
産
能
力
を
大
幅
に
上
回

り
２
０
３
０
年
代
前
半
に

２
倍
と
な
る
２
０
０
万
†

‡
ま
で
の
大
幅
な
拡
張
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

だ
が
最
終
的
に
ど
の
程
度

拡
張
す
べ
き
か
に
つ
い
て

は
決
定
し
て
い
な
い
。

　

複
数
の
情
報
筋
は
「
予

定
さ
れ
て
い
る
拡
張
計
画

は
い
ぜ
ん
と
し
て
初
期
段

階
に
あ
り
、
と
く
に
財
政

上
の
条
件
な
ど
、
現
在
、

協
議
中
の
重
要
な
問
題
に

お
い
て
、
利
権
の
関
係
者

が
合
意
に
達
す
る
か
ど
う

か
に
左
右
さ
れ
る
」
と
話

し
て
い
る
。

　

今
後
数
年
間
の
他
能
力

拡
張
は
、
数
あ
る
な
か
で

も
サ
タ
・
ア
ル
ラ
ズ
ブ
ー

ト
、
ウ
ム
ル
ル
、
下
部
ザ

ク
ム
を
含
む
沖
合
の
油
田

や
陸
上
の
バ
ブ
、
ブ
ハ
サ

そ
し
て
ア
サ
ブ
の
各
油
田

で
行
わ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

情
報
筋
は
「
Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ

Ｃ
の
拡
張
計
画
に
関
す
る

詳
細
は
、
２
０
２
３
〜
２

０
２
７
年
の
次
の
５
カ
年

計
画
を
承
認
す
る
役
員
会

が
行
わ
れ
る
11
月
末
に
明

ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
Ａ

Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
に
対
応
し
、
石
油
、

ガ
ス
、
そ
し
て
下
流
部
門

の
開
発
の
推
進
・
加
速
を

進
め
る
な
か
、
役
員
会
は

昨
年
末
、
２
０
２
２
〜
２

０
２
６
年
の
資
本
支
出
を

２
０
２
１
〜
２
０
２
５
年

の
１
２
２
０
億
㌦
か
ら
１

２
７
０
億
㌦
へ
増
加
す
る

計
画
を
承
認
し
て
い
る
。

　

世
界
で
化
石
燃
料
離
れ

が
今
後
数
十
年
間
進
む
と

し
て
も
、
生
産
能
力
拡
張

の
戦
略
は
自
ら
を
世
界
最

大
級
の
低
コ
ス
ト
・
低
炭

素
産
油
国
と
し
て
位
置
付

け
た
い
ア
ブ
ダ
ビ
の
計
画

を
支
え
、
ラ
イ
バ
ル
に
対

す
る
競
争
上
の
優
位
性
を

与
え
る
だ
ろ
う
。
Ｕ
Ａ
Ｅ

最
大
の
首
長
国
で
あ
る
ア

ブ
ダ
ビ
に
と
っ
て
、
世
界

で
避
け
ら
れ
な
い
脱
炭
素

化
へ
の
転
換
が
続
く
な

か
、
そ
れ
は
大
量
の
炭
化

水
素
資
源
の
収
益
化
を
加

速
す
る
手
段
で
も
あ
る
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
に
参

加
す
る
中
東
湾
岸
諸
国
の

各
当
局
者
は
、
世
界
の
余

剰
生
産
能
力
不
足
、
新
た

な
石
油
供
給
に
対
す
る
慢

性
的
投
資
不
足
の
市
場
に

お
け
る
危
険
性
を
繰
り
返

し
警
告
し
て
い
る
。
Ｕ
Ａ

Ｅ
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
内

で
生
産
能
力
拡
張
の
取
り

組
み
を
主
導
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
の
上
流
部

門
に
よ
る
開
発
の
加
速

は
、
広
範
に
わ
た
る
経
済

多
様
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
構
想
の
実
施
を
目
指
し

た
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
総
合
的
な
戦

略
に
当
て
は
ま
る
。

　
（
訳
＝
燃
料
油
脂
新
聞
）

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
Ｐ
Ｉ
Ｗ
誌
特
約
】
石
油
生
産
能
力
を
５
０

０
万
†
‡
に
拡
張
す
る
Ｕ
Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）・
ア
ブ

ダ
ビ
の
野
心
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
初
の
目
標
期
日
の
２

０
３
０
年
を
３
〜
５
年
前
倒
し
に
す
る
計
画
は
ど
の
程
度
実
行
可

能
な
の
か
、
ど
こ
で
拡
張
す
る
の
か
、
余
剰
生
産
能
力
が
十
分
で

な
い
世
界
の
石
油
市
場
に
と
っ
て
、こ
の
よ
う
な
疑
問
は
重
要
だ
。

　
【
モ
ス
ク
ワ
】
ロ
シ
ア

の
原
油
・
コ
ン
デ
ン
セ
ー

ト
生
産
量
が
10
月
、
前
月

比
増
加
し
た
。
Ｒ
ｏ
ｓ
ｓ

ｔ
ａ
ｔ
（
ロ
シ
ア
連
邦
国

家
統
計
庁
）
に
よ
る
と
、

前
年
同
月
と
く
ら
べ
て
１

・
３
％
減
少
し
た
が
、
前

月
比
で
２
・
５
％
増
加

し
、
約
１
０
６
９
万
†
‡

（
４
５
２
０
万
㌧
）
に
な

っ
た
と
い
う
。
全
体
の
う

ち
、
原
油
は
前
月
比
２
・

２
％
増
の
約
９
８
４
万
†

‡
（
４
１
６
０
万
㌧
）
だ

っ
た
。

　

ま
た
１
〜
10
月
の
原
油

小
企
業
へ
と
転
換
す
る
可

能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
）
の
ド
バ
イ
が

今
後
、
ロ
シ
ア
産
取
引
に

お
け
る
欧
州

の
代
替
市
場

と
し
て
浮
上

す
る
可
能
性

を
示
し
た
。

　

同
氏
は
「
欧
州
向
け
ロ

シ
ア
産
の
供
給
先
変
更
の

課
題
は
、
中
小
企
業
に
委

ね
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
話

し
て
い
る
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
】
全

米
の
原
油
在
庫
が
11
月
第

１
週
、
前
週
比
増
加
し

た
。
Ｅ
Ｉ
Ａ
（
米
エ
ネ
ル

ギ
ー
情
報
局
）
に
よ
る

と
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
ク
ッ

シ
ン
グ
が
92
万
３
０
０
０

†
減
少
し
た
も
の
の
、
全

米
で
は
３
９
０
万
†
大
幅

に
増
加
し
て
４
億
４
０
８

０
万
†
に
達
し
た
と
い

う
。

　

各
製
油
所
の
原
油
処
理

量
が
24
万
７
０
０
０
†
‡

増
え
た
が
、
生
産
量
が
９

月
以
来
最
高
水
準
１
２
１

０
万
†
‡
ま
で
約
20
万
†

‡
増
加
、
純
輸
入
量
も
増

え
て
在
庫
増
を
促
し
た
。

　

一
方
、
高
水
準
の
製
品

需
要
を
背
景
に
、
ガ
ソ
リ

ン
在
庫
は
約
90
万
†
減
少

し
、
２
０
１
４
年
11
月
以

来
の
最
低
水
準
２
億
５
７

０
万
†
に
な
っ
た
。

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
や
ヒ
ー
テ

ィ
ン
グ
オ
イ
ル
な
ど
の
中

間
留
分
も
、
約
50
万
†
減

少
の
１
億
６
３
０
万
†
だ

っ
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
】
Ｅ

Ｉ
Ａ
（
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
情

報
局
）
は
こ
の
ほ
ど
、
２

０
２
３
年
の
全
米
の
原
油

生
産
量
の
見
通
し
を
下
方

修
正
し
た
。
下
方
修
正

は
、
成
熟
し
た
油
田
、
作

業
員
や
設
備
の
不
足
、
イ

ン
フ
レ
高
進
に
よ
る
コ
ス

ト
増
加
、
企
業
各
社
の
株

主
へ
の
リ
タ
ー
ン
優
先
の

影
響
な
ど
の
懸
念
を
考
慮

し
た
。

　

各
要
因
か
ら
同
生
産
量

は
、
２
０
１
９
年
の
高
水

準
１
２
２
９
万
†
‡
を
い

ぜ
ん
上
回
る
も
の
の
、
前

　
【
北
京
】
中
国
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
輸
出
量
が
10
月
、

前
年
同
月
比
増
加
し
た
。

Ｇ
Ａ
Ｃ
（
中
国
海
関
総

署
）
に
よ
る
と
、
政
府
の

大
規
模
な
輸
出
枠
発
行
が

奏
功
し
、
前
月
の
１
７
３

万
㌧
を
下
回
っ
た
が
、
前

年
同
月
の
56
万
㌧
か
ら
約

２
倍
増
加
し
て
１
０
６
万

㌧
に
達
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
も

39
％
増
の
１
１
６
万
㌧
に

な
っ
た
ほ
か
、
ガ
ソ
リ
ン

も
約
１
０
０
万
㌧
を
維
持

し
、
全
体
の
製
品
輸
出
量

も
３
カ
月
連
続
の
前
年
同

回
の
61
万
†
‡
増
の
予
想

を
下
回
り
、
48
万
†
‡
増

の
１
２
３
１
万
†
‡
に
な

る
見
込
み
だ
と
い
う
。

　

ま
た
２
０
２
３
年
の
石

油
需
要
の
見
通
し
も
、
前

回
の
19
万
†
‡
増
か
ら
、

10
万
†
‡
増
へ
下
方
修
正

し
た
。

月
比
増
加
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化

天
然
ガ
ス
）
輸
入
量
は
、

冬
の
暖
房
需
要
を
賄
う
た

め
国
内
の
精
製
企
業
各
社

が
生
産
量
を
増
し
た
た

め
、
前
年
同
月
比
34
％
減

の
２
０
１
８
年
６
月
以
来

の
最
低
水
準
４
０
３
万
㌧

だ
っ
た
。

戦
略
石
油
備
蓄
近
代

化
へ
資
金
投
入
要
請

米
国
バ
イ
デ

ン

政

権

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
】
米
国

の
バ
イ
デ
ン
政
権
は
先

頃
、
戦
略
石
油
備
蓄
の
近

代
化
に
関
す
る
資
金
投
入

を
議
会
に
要
請
し
た
。
同

備
蓄
は
、
テ
キ
サ
ス
州
や

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
沿
岸
に
あ

る
地
下
の
岩
塩
ド
ー
ム
を

貯
蔵
す
る
施
設
と
し
て
使

用
し
て
い
る
が
、
多
量
の

霧
や
塩
分
を
含
ん
だ
空
気

に
さ
ら
さ
れ
た
環
境
に
あ

る
た
め
腐
食
が
進
み
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

　

政
府
に
よ
る
と
、
今
回

の
要
請
が
議
会
で
可
決
さ

れ
た
場
合
、
今
後
、
同
備

蓄
の
修
繕
に
５
億
㌦
が
あ

て
ら
れ
る
見
通
し
だ
と
い

う
。

　

米
国
の
戦
略
石
油
備
蓄

は
緊
急
時
の
使
用
を
目
的

と
し
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領

は
５
〜
12
月
に
か
け
て
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

で
高
騰
し
た
ガ
ソ
リ
ン
小

売
価
格
を
引
き
下
げ
る
た

め
、
こ
の
ほ
ど
過
去
最
大

１
億
８
０
０
０
万
†
の
放

出
計
画
を
実
施
し
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
】
イ

ン
ド
の
製
品
需
要
が
10

月
、
過
去
４
カ
月
間
の
最

高
水
準
ま
で
増
加
し
た
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
石
油
計
画
・

分
析
室
）
に
よ
る
と
、
需

要
の
代
理
指
標
で
あ
る
製

品
消
費
量
は
、
前
月
比
６

・
７
％
増
加
し
、
１
８
３

７
万
㌧
に
達
し
た
と
い

う
。

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
売
却
量
が

６
９
８
万
㌧
ま
で
72
万
㌧

増
え
た
ほ
か
、
ガ
ソ
リ
ン

と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
16
万

㌧
と
12
万
㌧
増
加
し
、
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
も
３
万
㌧
微

増
し
た
。

　

一
方
、
ナ
フ
サ
、
調
理

用
と
し
て
使
用
さ
れ
る
Ｌ

Ｐ
Ｇ
（
液
化
石
油
ガ
ス
）、

重
油
は
14
万
㌧
、
５
万

㌧
、
４
万
㌧
そ
れ
ぞ
れ
減

少
し
た
。

　

モ
ン
ス
ー
ン
に
よ
る
雨

期
の
影
響
が
弱
ま
っ
た
ほ

か
、
恒
例
の
秋
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
が
全
体
の

製
品
需
要
増
の
要
因
と
な

っ
た
。

10
月
前
月
比
横
ば
い

世
界
の
炭
化

水
素
生
産
量

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
】
世

界
の
原
油
、
Ｎ
Ｇ
Ｌ（
天

然
ガ
ス
液
）、バ
イ
オ
燃
料

な
ど
の
全
体
の
炭
化
水
素

生
産
量
が
10
月
、
前
月
比

横
ば
い
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ア

ン
ゴ
ラ
が
13
万
８
０
０
０

†
‡
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
）
が
３
万
†

‡
、
ロ
シ
ア
が
６
万
５
０

０
０
†
‡
減
少
し
た
が
、

Ｉ
Ｅ
Ａ
「
真
の
世
界

エ
ネ
危
機
が
進
行
」

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
】
Ｉ

Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
）
の
ビ
ロ
ル
事
務
局

長
は
先
頃
、
歴
史
上
初
め

イ
ラ
ク
の
９
万
３
０
０
０

†
‡
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

20
万
２
０
０
０
†
‡
な
ど

の
増
加
が
こ
れ
を
相
殺

し
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の

生
産
量
は
１
万
６
０
０
０

†
‡
増
の
５
２
４
２
万
†

‡
に
達
し
た
。

　

だ
が
ブ
ラ
ジ
ル
や
カ
タ

ー
ル
を
中
心
に
他
産
油
国

の
生
産
量
が
４
５
９
５
万

†
‡
ま
で
１
万
８
０
０
０

†
‡
減
少
し
た
た
め
、
世

界
の
生
産
量
は
前
月
と
ほ

ぼ
同
水
準
１
億
71
万
†
‡

に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
。

て
真
の
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
が
進
ん
で
い
る
と
の

見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ビ
ロ
ル
氏
は
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
会
合
に
お
い

て
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
が
続
く
な
か
欧
州

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ

ス
）
輸
入
量
や
中
国
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
需
要
が
増
加
す
る
可

能
性
が
あ
る
一
方
、
新
た

な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
供
給
量
が
２
０

０
億
立
方
㍍
に
と
ど
ま
り

市
場
が
タ
イ
ト
に
な
る
見

通
し
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
石
油
需
要
が
今

年
、
約
２
０
０
万
†
‡
増

加
す
る
見
込
み
の
た
め
、

先
頃
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス

の
11
月
の
２
０
０
万
†
‡

・
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
生
産

量
は
、
前
年
同
期
比
２
・

４
％
増
の
約
１
０
６
８
万

†
‡
（
４
億
４
３
０
０
万

㌧
）。

　

ロ
シ
ア
は
10
月
、
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の
協
定
に
お

い
て
、
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト

を
除
く
１
１
０
０
万
†
‡

の
生
産
量
が
割
り
当
て
ら

れ
た
が
、
今
回
も
目
標
未

達
成
と
な
っ
た
。

減
産
合
意
は
高
リ
ス
ク
な

決
定
だ
と
批
判
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

を
進
行
さ
せ
て
い
る
原
因

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
12
月
５
日

か
ら
始
ま
る
Ｇ
７
の
ロ
シ

ア
産
石
油
価
格
へ
の
上
限

設
定
策
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
詳
細
を
ま
と
め
主
要

輸
入
国
の
賛
同
が
必
要
だ

と
し
つ
つ
、
ロ
シ
ア
産
石

油
が
い
ぜ
ん
世
界
で
必
要

に
な
る
こ
と
を
訴
え
た
。

　

一
方
、
現
在
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
が
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
加
速

さ
せ
、
持
続
可
能
で
安
全

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
シ
ス
テ

ム
形
成
へ
の
転
換
点
に
も

な
り
得
る
と
強
調
し
た
。

ト
レ
ー
ダ
ー
・
ビ
ト
ル

Ｃ
Ｅ
Ｏ
見
方
示
す

イ
ン
ド
製
品
需
要
10
月
増
加

過
去
４
カ
月
間
で
最
高

主要原油スポット市況の推移
（単位：㌦ /†）

11月第4週 11月第3週 11月第2週

OPECバスケット 85.19 91.10 94.54 

ブ レ ン ト 88.64 92.00 95.91 

W T I 80.24 84.01 88.40 

ド バ イ 81.68 87.46 90.62 

ア ラ ブ ラ イ ト
（ C I F 米 国 ） 83.12 90.31 92.51 

（ C I F 欧 州 ） 87.83 92.85 95.66 

（ F O B 極 東 ） 88.74 94.44 97.64 

（11月23日～11月29日）海外スポット市況海外スポット市況
別表Ⅰ　シンガポール原油市況 （単位：㌦／†）

11月26日、11月27日は土曜・日曜日につき休み。

油種、ＡＰＩ度数、（　）は公式価格 11月23日 11月24日 11月25日 11月28日 11月29日

（サウジアラビア）

アラビアンライト 34(81.27) 85.93～86.08 84.30～84.45 83.69～83.84 85.73～85.88 82.74～82.89

アラビアンミディアム 31(79.42) 83.68～83.83 82.05～82.20 81.44～81.59 83.48～83.63 80.49～80.64

アラビアンヘビー 28(77.88) 81.73～81.88 80.10～80.25 79.49～79.64 81.53～81.68 78.54～78.69

（イラン）

イラニアンライト 34(82.03) 85.83～85.98 84.20～84.35 83.59～83.74 85.63～85.78 82.64～82.79

イラニアンヘビー 31(78.98) 82.33～82.48 80.70～80.85 80.09～80.24 82.13～82.28 79.14～79.29

（ＵＡＥ）

マーバン 39(86.51) 80.38～80.48 79.24～79.34 77.63～77.73 80.37～80.47 75.56～75.66

ドバイ 32 78.72～78.72 76.85～76.85 77.11～77.11 77.09～77.09 75.85～75.85

（オマーン）

オマーン 34(90.79) 82.24～82.34 80.84～80.94 79.36～79.46 83.46～83.56 78.72～78.82

油　　種 11月23日 11月24日 11月25日 11月28日 11月29日

ガ ソ リ ン 97.19～97.29 99.04～99.14 93.77～93.87 94.52～94.62 89.45～89.55

ナ フ サ 76.95～77.05 77.45～77.55 75.59～75.69 76.95～77.05 73.67～73.77

灯 油 117.99～118.19 119.05～119.25 114.41～114.61 114.70～114.90 110.45～110.65

軽 油 112.68～112.88 112.80～113.00 108.68～108.88 108.51～108.71 103.35～103.55

重油（Ｓ＝0.3％） 61.62～61.65 62.50～62.53 59.52～59.55 60.40～60.43 56.30～56.33

（ Ｓ ＝ 3.5％） 59.76～59.79 60.60～60.63 57.26～57.29 58.09～58.12 53.59～53.62

油種　API度数 11月22日 11月23日 11月24日 11月25日 11月28日

ブレント 38 86.19～86.30 84.59～84.74 85.09～85.13 83.38～83.41 82.44～82.59

（米国）

Ｗ Ｔ Ｉ 40 78.79～78.89 77.88～77.98 77.88～77.98 76.35～76.55 77.00～77.20

Ａ Ｎ Ｓ 29 87.84～87.94 86.39～86.49 86.38～86.48 85.32～85.42 85.73～85.83

別表Ⅱ　シンガポール製品市況

別表Ⅲ　欧米原油市況

（単位：㌦／†）

（単位：㌦／†）

11月26日、11月27日は土曜・日曜日につき休み。

（11月22日～11月28日）

前旬比1426円下落
㌔ 94,787円
11月上旬原油ＣＩＦ

通関情報通関情報

　

財
務
省
が
ま
と
め
た
貿
易
統
計
速
報
に
よ
る

と
、
２
０
２
２
年
11
月
上
旬
分
の
原
油
輸
入
価
格

（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
＝
運
賃
・
保
険
料
込
み
到
着
値
）
は
、

円
建
て
価
格
が
前
旬
比
♂
１
４
２
６
円
下
落
し
９

万
４
７
８
７
円
に
な
っ
た
。
通
関
量
は
４
０
８
万

９
０
０
０
♂
。

ドイツ 石油・ガス・石炭企業対象
超
過
利
得
税
導
入
を
計
画

全

米

11
月
１
週 
原
油
在
庫
390
万
バ
ー
レ
ル

大
幅
増

目
標
期
日
前
倒
し
可
能

目
標
期
日
前
倒
し
可
能
かか

UAE・アブダビ

石油生産能力500万　拡張石油生産能力500万　拡張日日／／
バーバー
レルレル

10
月
生
産
量 

前
月

よ
り 

2.5
％
増

ロ
シ
ア 

前
年
同
月
比
は
減
少
原油・コン
デンセート

ブ
レ
ン
ト

ブ
レ
ン
ト
価
格
下
方
修
正

価
格
下
方
修
正

10
㌦
下
回
る
見
通
し 

第
４
四
半
期

ゴールドマ
ンサックス

ロ
シ
ア
産
石
油
価
格
上
限
策
が
促
す

中
小
企
業
と
取
引
へ
転
換

中
国 

10
月
106
万
㌧
へ
到
達

デ
ィ
ー
ゼ
ル
輸
出
量
倍
増

 

2023
年
48
万　

増
に

全
米
原
油
生
産
量
下
方
修
正
EIA見通し

日

バ
ー

レ
ル／

＜原油・粗油CIF ＞
（1㎘ =6.29†）

（速）は速報値 日本貿易統計（財務省）

年/月
数　量 価　格 レート

千㎘ 円/㎘ ㌦/† 円/㌦

2022年11月上旬 4,089 94,787 (101.62) (148.28)

10月（速）12,607 96,684 (105.96) (145.07)

9月 13,491 97,571 (110.86) (139.93)

8月 13,720 95,654 (112.46) (135.22)

7月 11,476 99,579 (116.38) (136.03)

6月 12,096 95,877 (116.92) (130.37)

5月 12,183 87,634 (107.82) (129.22)

4月 14,143 83,567 (108.18) (122.81)

3月 12,934 66,928 (91.85) (115.85)

2月 12,915 62,660 (86.75) (114.83)

1月 12,927 57,609 (79.69) (114.93)

2021年12月 14,706 59,012 (82.31) (113.99)

11月 12,249 58,862 (82.12) (113.95)

10月 11,472 53,868 (76.88) (111.40)



  

(５) 第２１４４８号 （第三種郵便物認可） 令和４年（２０２２年）１２月１日 （木曜日）

関
東
信
越
版

関
東
信
越
版
関東総局

〒103-0026
東京都中央区日本橋兜町8-8

中島ビル4階
電話03（6667）1039
FAX 03（6667）1041

信越支局
〒950-3358
新潟市北区灰塚87

電話025（288）5546
FAX 025（250）5642

　
【
小
田
原
市
＝
神
奈
川
】

相
原
興
業
（
出
光
系
＝
本

社
小
田
原
市
扇
町
・
相
原

孝
光
社
長
）
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ

（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
）
活
動

の
一
環
と
し

て
、
小
田
原
市
教
育
委
員

会
が
後
援
す
る
小
学
校
３

〜
４
年
生
向
け
副
教
材

「
小
田
原
市　

小
学
生
の

た
め
の
お
仕
事
ノ
ー
ト　

２
０
２
２
年
度
版
」（
写

真
）
に
協
力
し
た
。
会
社

概
要
や
事
業
内
容
、
歴

史
、
Ｓ
Ｓ
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹

介
。
地
元
老
舗
企
業
と
し

て
子
ど
も
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
や
地
域
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

同
ノ
ー
ト
に
Ｓ
Ｓ
企
業
が

掲
載
さ
れ
た
の
は
全
国
で

初
め
て
。

　

同
ノ
ー
ト
は
２
０
２
０

年
度
か
ら
全
面
施
行
さ
れ

て
い
る
文
部
科
学
省
の
学

習
指
導
要
領
で
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
充
実
」
に
該
当

す
る
学
習
ツ
ー
ル
。
２
０

２
２
年
３
月
時
点
で
11
府

県
の
各
自
治
体
が
導
入
し

て
お
り
、
神
奈
川
県
で
は

川
崎
市
や
相
模
原
市
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
の
普
及
・
発
展
に

よ
る
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
希
薄
化
、
情
報

過
多
に
と
も
な
う
価
値
観

・
行
動
様
式
の
多
様
化
、

少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
構

造
の
変
化
か
ら
、
子
ど
も

を
含
む
現
代
の
若
年
層
は

自
ら
の
将
来
像
を
見
い
だ

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
企
業
や
大
人
と
触

れ
合
う
機
会
も
減
っ
て
お

り
、
働
く
こ
と
へ
の
興
味

・
関
心
の
薄
れ
が
社
会
的

・
職
業
的
・
精
神
的
な
自

立
を
阻
害
す
る
要
因
と
指

摘
さ
れ
る
。

　

文
科
省
で
は
子
ど
も
た

ち
が
将
来
に
お
い
て
社
会

で
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
自
分
ら
し
い
生
き
方

を
実
現
す
る
た
め
の
力
を

日
々
の
教
育
活
動
で
身
に

つ
け
ら
れ
る
取
り
組
み
を

指
導
要
領
に
包
含
。
学
校

の
特
色
や
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
各
学

校
で
実
践
・
推
進
・
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
標
ぼ
う
し

て
い
る
。

　

相
原
興
業
に
は
７
月
に

制
作
会
社
か
ら
打
診
が
あ

り
、
相
原
社
長
を
は
じ
め

経
営
幹
部
、
部
課
長
ら
が

参
加
す
る
本
部
会
議
に
て

全
会
一
致
で
協
力
を
決

議
。
８
〜
９
月
に
か
け
て

内
容
構
成
、
取
材
、
文
章

作
成
、
写
真
撮
影
、
レ
イ

ア
ウ
ト
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど

を
行
い
10
月
上
旬
に
完
成

し
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
の
販

売
、
車
検
・
洗
車
を
軸
と

す
る
カ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
、
Ｓ
Ｓ
で
提
供
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
を
平
易
な
文

章
で
解
説
。
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
〝
車
の
美
容
エ
ス

テ
〞、
車
検
を
〝
車
の
健

康
診
断
〞、
Ｓ
Ｓ
を
〝
車

の
お
医
者
さ
ん
〞
と
子
ど

も
に
も
親
し
み
や
す
い
表

現
を
用
い
て
い
る
の
が
特

徴
だ
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

は
自
社
で
用
意
し
た
ほ

か
、
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
２
人

が
仕
事
の
魅
力
・
や
り
が

い
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
応
じ
た
。
市
教
委
で

は
同
ノ
ー
ト
を
市
内
25
の

公
立
小
学
校
に
計
３
８
０

０
部
を
配
布
。
相
原
興
業

で
は
職
場
見
学
や
問
い
合

わ
せ
に
も
随
時
応
じ
る
方

針
だ
。

　

相
原
社
長
は
「
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
を
取
り
扱
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
企
業
が
地
域
・
家

庭
と
非
常
に
身
近
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
人
と
触

れ
合
う
Ｓ
Ｓ
の
仕
事
を
通

じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
地
元
企
業
に

よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
活
動
の
意
義

を
説
明
す
る
。

　

小
田
原
市
で
は
新
幹
線

な
ど
鉄
道
機
関
の
発
展
に

よ
り
、
近
年
は
東
京
都
心

や
横
浜
市
に
通
勤
・
転
居

す
る
若
年
層
も
増
え
て
い

る
と
い
う
。
今
件
を
担
当

し
た
総
務
部
の
相
原
貴
子

氏
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

・
働
き
方
が
あ
る
な
か

で
、
地
元
に
残
っ
て
地
域

社
会
と
向
き
合
う
人
生
も

選
択
肢
の
一
つ
だ
と
思

う
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
将
来
の
職
業
選
択

で
当
社
を
選
ん
で
く
れ
る

人
が
い
た
ら
う
れ
し
い
」

と
未
来
の
人
材
確
保
に
期

待
を
寄
せ
た
。

　

Ｓ
Ｓ
業
界
で
も
Ｅ
Ｓ

Ｇ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
現
在
、

重
要
性
・
必
要
性
を
認
識

し
て
い
な
が
ら
も
〝
何
か

ら
は
じ
め
れ
ば
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
〞〝
県
や
自

治
体
の
認
証
を
取
得
す
る

ま
で
の
作
業
プ
ロ
セ
ス
が

負
担
〞
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
る
。
地
元
に
立
脚

し
た
今
回
の
相
原
興
業
の

取
り
組
み
は
、
地
場
系
石

油
販
売
事
業
者
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ

を
進
め
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の

一
つ
と
し
て
参
考
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

―ＳＳ企業では全国初

地
元
立
脚
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
活
動
推
進

　
【
新
潟
】
東
京
商
工
リ

サ
ー
チ
新
潟
支
店
は
先

頃
、
新
潟
県
内
企
業
を
対

象
に
２
０
２
２
年
度
の
業

績
見
通
し
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

結
果
を
発
表
し
た
。
売
り

上
げ
が
「
増
収
見
通
し
」

と
回
答
し
た
企
業
が
41
・

７
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

経
常
利
益
が
「
増
益
見
通

し
」
と
答
え
た
企
業
は
25

・
１
％
。
増
収
減
益
の
厳

し
い
傾
向
が
見
て
取
れ
る

結
果
と
な
っ
た
。

　

売
上
高
が
「
増
収
見
通

し
」
と
回
答
し
た
企
業
は

41
・
７
％
で
、
全
国
の
36

・
３
％
を
５
・
４
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
た
。「
前
年
度

並
み
」
は
32
・
３
％
、「
減

収
見
通
し
」
は
25
・
９
％

だ
っ
た
。

　

産
業
別
に
み
る
と
「
増

収
見
通
し
」
と
回
答
し
た

企
業
の
割
合
が
最
も
多
か

っ
た
の
は
不
動
産
業
で
１

０
０
％
。
次
い
で
情
報
通

信
業
の
57
・
１
％
、
製
造

業
の
48
％
と
な
っ
た
。

「
減
収
見
通
し
」
と
回
答

し
た
企
業
が
多
か
っ
た
の

は
農
・
林
・
漁
・
鉱
業
で

１
０
０
％
。
次
い
で
小
売

業
と
金
融
・
保
険
業
が
50

％
と
な
っ
た
。

　

増
収
の
要
因
と
し
て

「
既
存
の
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
販
売
数
量
の
増
加
」

「
販
売
単
価
の
引
き
上
げ

（
値
上
げ
）」「
新
し
い
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
開

始
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た

が
、
同
社
は
「
仕
入
価
格

の
上
昇
に
よ
っ
て
販
売
価

格
を
引
き
上
げ
た
こ
と
が

売
上
増
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
面
も
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

　

一
方
、
経
常
利
益
の
見

通
し
は
「
増
益
」
が
25
・

１
％
で
全
国
の
26
・
７
％

を
下
回
っ
た
。「
前
年
度

並
み
」
は
34
・
５
％
、「
減

益
」
は
40
・
２
％
と
な
っ

た
。
全
国
と
く
ら
べ
て

「
増
益
」「
前
年
度
並
み
」

が
少
な
い
分
「
減
益
」
が

４
割
を
超
え
、
採
算
面
の

悪
化
を
予
想
し
て
い
る
企

業
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

　

産
業
別
で
は
「
増
益
見

通
し
」
と
回
答
し
た
企
業

の
割
合
が
最
も
多
か
っ
た

の
は
情
報
通
信
業
の
57
・

１
％
、
次
い
で
、
小
売
業
、

不
動
産
業
、
運
輸
業
の
50

％
と
な
っ
た
。「
減
益
見

通
し
」
で
は
農
・
林
・
漁

・
鉱
業
が
減
収
見
通
し
と

同
様
１
０
０
％
。
次
い
で

小
売
業
、
金
融
・
保
険
業

の
50
％
と
な
っ
た
。
減
益

の
要
因
は
主
に
「
原
材
料

価
格
の
高
騰
」。
新
潟
県

で
は
87
・
２
％
の
企
業
が

要
因
と
し
て
あ
げ
て
お

り
、
全
国
の
77
・
３
％
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

ま
た
「
電
気
料
金
の
高

騰
」「
原
油
（
ガ
ソ
リ
ン

等
製
品
含
む
）
価
格
の
高

騰
」「
人
件
費
の
引
き
上

げ
」
も
減
益
の
要
因
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
増
収
減
益
と
な

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
「
コ
ロ
ナ
禍
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
急
速

な
円
安
が
複
合
的
に
重
な

り
、
値
上
げ
や
価
格
転
嫁

が
難
し
い
実
態
を
反
映
し

た
も
の
と
な
っ
た
。
全
国

の
企
業
倒
産
が
４
月
か
ら

６
カ
月
連
続
で
増
加
す
る

な
か
、
値
上
げ
や
価
格
転

嫁
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ

た
企
業
の
息
切
れ
が
本
格

化
す
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ

る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

灯
油
ス
タ
ッ
フ
販
売

105
円
前
後
目
立
つ

埼
玉
県
内
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
各
社

　
【
さ
い
た
ま
】
埼
玉
県

内
の
コ
メ
リ
、
カ
イ
ン
ズ

な
ど
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が

ス
タ
ッ
フ
販
売
を
行
う
灯

油
価
格
は
下
値
18
㍑
１
７

８
２
円
（
㍑
99
円
）
〜
上

値
１
９
８
０
円
（
１
１
０

円
）
で
、
な
か
で
も
１
８

９
０
円
（
１
０
５
円
）
を

掲
出
す
る
店
舗
が
目
立
っ

て
い
る
。

　

業
者
別
で
は
コ
メ
リ
が

秩
父
市
、
長
瀞
町
で
１
８

９
０
円
、
小
鹿
野
町
で
１

９
０
８
円
（
１
０
６
円
）

と
き
が
わ
町
で
１
９
２
６

円
（
１
０
７
円
）
富
士
見

市
で
１
９
４
４
円
（
１
０

８
円
）
寄
居
町
、
美
里
町

で
１
９
６
２
円
（
１
０
９

円
）
本
庄
市
、
越
谷
市
、

さ
い
た
ま
市
、
戸
田
市
、

小
川
町
で
１
９
８
０
円
だ

っ
た
。

　

カ
イ
ン
ズ
が
行
田
市
で

１
８
３
６
円
（
１
０
２

円
）
深
谷
市
、
新
座
市
、

嵐
山
町
で
１
９
６
２
円
。

　

ス
ー
パ
ー
ビ
バ
ホ
ー
ム

が
三
郷
市
で
１
７
８
２

円
、
ユ
ニ
デ
ィ
が
川
口
市

で
１
８
９
０
円
、
ス
ー
パ

ー
バ
リ
ュ
ー
が
上
尾
市
で

１
８
９
０
円
だ
っ
た
。

　
【
宇
都
宮
】
栃
木
県
石

商
（
村
上
芳
弘
理
事
長
＝

日
東
石
油
）
は
11
月
24

日
、
全
石
連
の
坂
井
信
常

務
理
事
を
講
師
に
招
き
、

栃
木
県
石
商
合
同
会
議
を

開
い
た
。
坂
井
常
務
理
事

は
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和

事
業
の
出
口
戦
略
に
つ
い

て
予
想
を
含
め
詳
説
。
２

０
２
２
年
度
の
石
油
流
通

関
係
補
正
予
算
も
動
向
と

見
通
し
を
解
説
し
た
。

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
村
上
理
事
長
は
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
宣

長
野
県
内
市
況

長
野
県
内
市
況  

東
北
中
信
据
え
置

東
北
中
信
据
え
置
きき

　
【
長
野
】
11
月
第
４
週

の
元
売
仕
切
価
格
の
改
定

に
対
し
て
、
長
野
県
内
の

販
売
業
者
は
燃
料
油
の
小

売
価
格
を
据
え
置
い
た
。

仕
切
価
格
は
、
原
油
価
格

の
値
下
が
り
分
㍑
６
・
５

円
か
ら
、
激
変
緩
和
事
業

の
補
助
金
減
少
分
６
・
６

円
を
差
し
引
い
て
０
・
１

円
上
昇
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
北
信
、
東
信
、
中
信

の
販
売
業
者
は
販
売
価
格

言
以
降
、
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸

化
炭
素
）
排
出
に
つ
い
て

盛
ん
に
議
論
が
さ
れ
て
い

る
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
は
Ｅ

Ｖ
の
宣
伝
も
増
え
て
お

り
、
想
像
以
上
に
早
く
普

及
す
る
可
能
性
も
あ
る
と

危
惧
し
て
い
る
」
と
石
油

販
売
業
者
を
取
り
巻
く
状

況
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。
加
え
て

　
【
横
浜
】
神
奈
川
県
が

明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
10
月
12
日
に
実

施
し
た
「
全
国
一
斉
路
上

軽
油
抜
取
検
査
」
で
発
見

さ
れ
た
３
本
の
疑
義
検
体

の
う
ち
２
本
に
他
油
種
の

小
売
業
界
内
で
は
「
小
売

業
者
に
と
っ
て
大
切
な
小

売
市
況
が
、
商
社
系
や
フ

リ
ー
ト
、
元
売
販
社
な
ど

の
廉
売
に
よ
り
崩
れ
て
い

る
」
と
し
て
適
正
利
益
確

保
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

ま
た
不
当
廉
売
に
関
連

し
「
公
取
委
に
は
か
な
り

わ
れ
わ
れ
の
要
求
を
聞
い

て
も
ら
え
た
と
思
う
。
不

当
廉
売
や
差
別
対
価
、
総

販
売
原
価
な
ど
に
つ
い
て

11
月
以
降
に
公
取
委
が
ど

う
動
く
か
を
注
視
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

を
据
え
置
い
た
。

　

長
野
市
を
中
心
と
す
る

北
信
地
域
は
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

の
大
勢
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１

７
４
〜
１
７
６
円
、
軽
油

１
５
８
〜
１
６
０
円
、
灯

油
店
頭
１
０
７
〜
１
０
８

円
だ
っ
た
。
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
Ｓ
Ｓ
の
大
勢
は
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー
１
７
６
〜
１
７
８

円
、
軽
油
１
６
０
〜
１
６

２
円
、
灯
油
店
頭
１
０
８

〜
１
１
０
円
と
な
っ
た
。

　
【
東
京
】
東
京
都
石
協

（
矢
島
幹
也
理
事
長
）
は

11
月
19
日
、
豊
島
区
の
東

京
燃
料
林
産
（
出
光
系
＝

本
社
千
代
田
区
・
廣
瀬
直

之
社
長
）
池
袋
Ｓ
Ｓ
で
全

石
連
主
催
の
災
害
時
対
応

実
地
訓
練
を
実
施
。
組
合

員
７
人
が
参
加
し
災
害
発

生
時
初
動
対
応
二
次
災
害

の
防
止
方
法
、
緊
急
車
両

へ
の
給
油
な
ど
を
実
践
形

式
で
学
ん
だ
。

　

訓
練
で
は
営
業
中
に
震

度
６
強
の
地
震
が
発
生

し
、
停
電
や
断
水
に
見
舞

わ
れ
た
状
況
を
想
定
。
講

師
の
円
城
寺
昭
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

Ｏ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

上
席
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

指
導
の
も
と
同
店
ス
タ
ッ

フ
が
訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
沿

っ
て
対
応
を
実
践
し
た
。

　

発
災
直
後
の
給
油
停
止

と
身
の
安
全
確
保
の
後

は
、
通
電
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
で
き
る
だ
け
早
く
分

電
盤
を
遮
断
す
る
こ
と
が

重
要
と
講
師
が
説
明
。
給

油
再
開
に
あ
た
っ
て
は
水

の
コ
ン
タ
ミ
が
な
い
か
を

確
認
す
る
必
要
を
強
調

し
、
ス
タ
ッ
フ
が
地
下
タ

ン
ク
に
ワ
イ
ヤ
ー
型
の
検

水
棒
を
差
し
込
ん
で
漏
水

の
有
無
を
点
検
し
た
。

　

備
え
つ
け
の
大
型
発
電

機
を
作
動
さ
せ
て
所
内
の

電
源
を
切
り
替
え
た
あ
と

に
は
東
京
消
防
庁
の
車
両

３
台
を
招
き
入
れ
、
ス
タ

ッ
フ
が
給
油
し
た
。
ま
た

電
源
切
り
替
え
の
前
後
に

は
事
務
所
内
で
Ｐ
Ｏ
Ｓ
の

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
と
再
起

動
の
訓
練
も
行
っ
た
。

　

訓
練
後
の
講
義
で
円
城

寺
講
師
は
「
初
動
対
応
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
し
っ
か
り

作
成
し
て
お
く
。
た
と
え

ば
震
度
５
強
な
ら
現
場
の

判
断
で
対
応
を
は
じ
め
る

な
ど
、
発
動
の
要
件
を
決

め
て
お
く
こ
と
も
大
事
」

と
訴
え
た
。
ま
た
「
訓
練

は
で
き
る
こ
と
か
ら
や
れ

ば
い
い
。
訓
練
風
景
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

な
ど
、
取
り
組
み
を
顧
客

に
知
っ
て
も
ら
う
の
も
大

切
だ
」
と
話
し
た
。
東
京

消
防
庁
担
当
者
は
水
・
食

料
・
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄

と
半
年
に
１
回
の
訓
練
実

施
を
お
願
い
し
た
。

　

東
京
燃
料
林
産
の
廣
瀬

社
長
は
訓
練
を
振
り
返
っ

て
「
当
社
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｍ
Ｓ

　
【
千
葉
】
京
葉
臨
海
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
推
進
す

る
協
議
会
が
11
月
24
日
発

足
し
、
千
葉
市
内
で
第
１

回
会
議
が
行
わ
れ
た
。
熊

谷
俊
人
千
葉
県
知
事
を
会

長
と
し
て
、
経
産
省
、
国

交
省
、
県
内
の
６
市
、
石

油
精
製
、
石

油
化
学
、
電

気
ガ
ス
な
ど
立
地
企
業
11

社
、
有
識
者
２
人
が
参

加
。
国
際
競
争
力
を
維
持

し
た
ま
ま
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
へ
の
転
換
を
図
る
た
め

産
官
学
が
連
携
し
た
取
り

組
み
を
推
し
進
め
る
。

　

県
は
設
立
の
目
的
に
つ

い
て
「
一
部

企
業
に
お
い

て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
た

取
り
組
み
は

は
じ
ま
っ
て

い
る
が
、
個

社
単
位
で
は

限
界
が
あ
る
」
と
し
て

「
当
協
議
会
を
受
け
皿

に
、
具
体
的
な
企
業
間
連

携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

議
論
を
進
め
る
た
め
」
と

説
明
。
業
種
を
超
え
た
連

携
を
促
す
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
マ
テ
リ
ア
ル
の
効

率
的
な
利
活
用
や
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
指
す
。

　

今
後
は
協
議
会
の
下
に

分
科
会
を
設
置
し
、
企
業

連
携
の
具
体
的
な
テ
ー
マ

の
検
討
に
つ
い
て
議
論
を

進
め
る
。
１
年
後
の
２
０

２
３
年
10
〜
11
月
を
メ
ド

に
第
２
回
協
議
会
を
予

定
。
県
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
推
進
本
部
、
今

後
設
立
予
定
の
千
葉
港
・

木
更
津
港
の
関
係
団
体
・

企
業
で
構
成
す
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

推
進
協
議
会
と
も
相
互
に

連
携
す
る
。

　

協
議
会
の
構
成
員
は
次

の
通
り
。

　

▽
千
葉
県
知
事
▽
企
業

＝
出
光
興
産
千
葉
事
業
所

長
、
大
阪
国
際
石
油
精
製

千
葉
製
油
所
長
、
コ
ス
モ

石
油
千
葉
製
油
所
長
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
専
門
主

監
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
企
画
統
括

部
脱
炭
素
推
進
室
長
、
住

友
化
学
千
葉
工
場
長
、
東

京
ガ
ス
袖
ヶ
浦
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基

地
所
長
、
日
本
製
鉄
東
日

本
製
鉄
所
副
所
長
、
富
士

石
油
袖
ヶ
浦
製
油
所
長
、

丸
善
石
油
千
葉
工
場
長
、

三
井
化
学
市
原
工
場
長
▽

有
識
者
＝
辻
佳
子
東
京
大

学
教
授
、
松
野
泰
也
千
葉

大
学
教
授
▽
行
政
＝
千
葉

市
長
、
市
原
市
長
、
袖
ヶ

浦
市
長
、
木
更
津
市
長
、

君
津
市
長
、
富
津
市
長
、

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産

業
局
長
、
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
副
局
長
。

　

上
田
市
を

中
心
と
す
る

上
小
地
域
は

セ
ル
フ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１

７
５
〜
１
７
７
円
、
軽
油

１
６
１
〜
１
６
３
円
。
灯

油
は
店
頭
１
１
０
円
。
フ

ル
Ｓ
Ｓ
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

１
７
５
〜
１
７
９
円
、
軽

油
１
６
１
〜
１
７
５
円
、

　

茨
城
県
大
洗
町
の
販
売

業
者
は
「
揮
発
油
税
を
負

担
し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
車

に
対
し
、
同
じ
よ
う
に
道

路
を
使
用
し
て
い
な
が
ら

電
気
自
動
車
は
税
の
負
担

を
免
れ
て
い
る
」
と
指

摘
。
不
公
平
な
状
態
を
解

消
す
る
た
め
に
Ｅ
Ｖ
（
電

気
自
動
車
）
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ

（
燃
料
電
池
車
）
に
つ
い

て
も
相
当
分
の
課
税
を
行

う
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

　

栃
木
県
大
田
原
市
の
販

売
業
者
は
「〝
ガ
ソ
リ
ン

車
も
Ｅ
Ｖ
も

同
じ
よ
う
に

道
路
を
使
う
か
ら
〞
で
は

な
く
、
一
般
税
と
し
て
ガ

ソ
リ
ン
税
が
徴
収
さ
れ
て

い
る
以
上
、
Ｅ
Ｖ
な
ど
も

同
じ
よ
う
に
課
税
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｅ
Ｖ
な

ど
へ
課
税
し
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
税
を
廃

止
す
る
べ
き
。
ガ
ソ
リ
ン

車
の
ユ
ー
ザ
ー
だ
け
が
高

額
の
税
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
納
得
が
い

か
な
い
」
と
強
い
口
調
で

話
す
。

　

も
と
も
と
ガ
ソ
リ
ン
税

は
道
路
整
備
の
た
め
の
財

源
と
し
て
、
受
益
者
負
担

の
原
則
に
基
づ
い
て
設
け

ら
れ
た
。
し
か
し
２
０
０

９
年
に
道
路
特
定
財
源
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
ガ
ソ
リ

ン
税
は
一
般
財
源
化
。
こ

の
時
点
で
ガ
ソ
リ
ン
税
の

「
受
益
」
と
「
負
担
」
は

乖
離
（
か
い
り
）
し
た
。

　
「
税
制
の
成
り
立
ち
か

ら
考
え
れ
ば
、
ガ
ソ
リ
ン

税
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ

れ
で
も
一
般
税
と
し
て
ガ

ソ
リ
ン
税
を
残
す
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｖ
や
Ｆ

Ｃ
Ｖ
な
ど
へ
も
相
当
分
の

課
税
を
し
な
け
れ
ば
税
の

公
平
は
保
た
れ
な
い
」。

（
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
）
を
策
定

し
、
定
期
的
な
見
直
し
と

演
習
を
行
っ
て
い
る
が
、

通
常
の
訓
練
で
は
学
べ
な

い
気
づ
き
を
多
く
得
ら
れ

た
。
実
際
に
緊
急
車
両
を

入
れ
た
訓
練
は
今
回
が
は

じ
め
て
で
、
ポ
ン
プ
車
の

給
油
口
の
場
所
も
知
ら
な

か
っ
た
。
導
線
の
確
保
や

複
数
車
両
が
入
っ
て
き
た

場
合
の
ア
イ
ラ
ン
ド
の
使

い
方
な
ど
の
事
前
検
討
の

必
要
性
を
感
じ
た
」
と
意

義
の
大
き
さ
を
語
っ
た
。

灯
油
店
頭
１
１
３
円
。

　

佐
久
地
域
は
セ
ル
フ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
１
７
５
〜
１
７

７
円
、
軽
油
１
６
１
〜
１

６
３
円
。
灯
油
は
店
頭
１

１
０
〜
１
１
１
円
。
フ
ル

Ｓ
Ｓ
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
７

５
〜
１
７
７
円
、
軽
油
１

６
１
〜
１
６
３
円
。
灯
油

は
店
頭
１
１
０
円
〜
１
１

３
円
。

　

松
本
市
を
中
心
と
す
る

中
信
地
域
の
セ
ル
フ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
１
６
７
〜
１
７
０

円
、
軽
油
１
４
７
〜
１
５

０
円
。
灯
油
は
店
頭
96
〜

97
円
。
フ
ル
Ｓ
Ｓ
は
レ
ギ

ュ
ラ
ー
１
６
７
〜
１
７
７

円
、
軽
油
１
４
７
〜
１
５

２
円
と
な
っ
た
。

混
和
が
確
認
さ
れ
た
。
今

後
は
車
両
の
所
有
者
に
対

す
る
聞
き
取
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
給
油
所
な
ど

流
通
経
路
に
つ
い
て
も
調

査
を
行
う
。

　

県
は
同
日
に
横
浜
市
、

相
模
原
市
、
平
塚
市
、
葉

山
町
の
５
カ
所
で
検
査
を

実
施
。
ト
ラ
ッ
ク
と
バ
ス

か
ら
合
計
65
本
を
採
油
し

た
が
、
中
央
道
藤
野
Ｐ
Ａ

上
り
・
下
り
（
相
模
原
市

緑
区
）
で
採
取
し
た
検
体

の
う
ち
３
本
が
初
回
分
析

の
段
階
か
ら
混
和
が
疑
わ

れ
て
い
た
。
地
方
税
共
同

機
構
に
よ
る
詳
細
分
析
の

結
果
が
確
定
し
た
こ
と
を

受
け
て
公
表
に
踏
み
切
っ

た
。
同
検
査
で
神
奈
川
県

に
お
い
て
疑
義
検
体
が
発

見
さ
れ
た
の
は
２
０
１
６

年
度
以
来
６
年
ぶ
り
。

　

た
だ
当
該
車
両
の
所
有

者
名
・
所
在
地
に
つ
い
て

「
調
査
に
関
す
る
情
報
の

た
め
答
え
ら
れ
な
い
」（
県

税
務
指
導
課
）
と
し
た
。

他
県
ナ
ン
バ
ー
の
場
合
は

当
該
県
が
調
査
お
よ
び
課

税
処
分
な
ど
を
行
う
。

　

混
和
に
関
し
て
同
課
で

は
「
故
障
な
ど
に
よ
っ
て

知
ら
な
い
う
ち
に
他
油
種

が
混
入
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
原
因
調
査
で
意

図
的
な
不
正
軽
油
と
確
認

さ
れ
た
ら
直
ち
に
課
税
処

分
な
ど
の
措
置
を
取
る
こ

と
に
な
る
」
と
説
明
し
て

い
る
。

　

車
が
必
需
品
で
あ
る
地

方
在
住
者
や
運
送
事
業
者

な
ど
の
負
担
が
増
え
る
と

し
て
走
行
距
離
税
の
導
入

に
反
対
す
る
声
も
あ
る
が

群
馬
県
高
崎
市
の
販
売
業

者
は
一
笑
に
付
す
。

　

販
売
業
者
は
「
車
を
頻

繁
に
利
用
す
る
ほ
ど
税
負

担
が
大
き
く
な
る
の
は
、

ガ
ソ
リ
ン
で
も
同
じ
。
Ｅ

Ｖ
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
な
ど
を
特
別

扱
い
す
る
理
由
は
な
い
」

と
指
摘
。「
走
行
距
離
税

の
導
入
が
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
普

及
を
阻
害
す
る
と
い
う
声

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
不
公

平
な
税
負
担
を
容
認
す
る

前
提
で
議
論
を
す
べ
き
で

は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　
【
北
関
東
】
走
行
距
離
に
応
じ
て
自
動
車

に
税
金
を
課
す
「
走
行
距
離
税
」
に
つ
い

て
、
北
関
東
エ
リ
ア
の
石
油
販
売
業
者
か
ら

「
税
の
不
公
平
を
な
く
す
観
点
か
ら
導
入
を

検
討
す
る
べ
き
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く

る
。
石
油
販
売
業
界
で
は
走
行
距
離
税
の
導

入
が
議
論
さ
れ
る
よ
り
も
前
か
ら
、
ガ
ソ
リ

ン
車
と
電
気
自
動
車
な
ど
の
不
公
平
な
税
負

担
に
言
及
す
る
声
が
大
き
か
っ
た
。

都
石
協

相
原
興
業
が
小
学
校
副
教
材
に

村上芳弘理事長

協議会の様子

軽 油
抜取検査で ２本混和嫌疑

神奈川県
流通経路など追跡調査へ

協
議
会
を
発
足

協
議
会
を
発
足

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
目
指
す

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
目
指
す

関
係
団
体

企

業

2022
年
度
業
績
見
通
し
東京商工
リサーチ

原
価
高
で
増
収
減
益

原
価
高
で
増
収
減
益

緊急車両への給油訓練も

栃
木
県
石
商 

合
同
会
議
を
開
催

「
Ｅ
Ｖ 

想
像
以
上
に

早　
　

く 

普
及
危
惧
」

東京燃料林産
池 袋 S S で

地
震
想
定
の
災
害
訓
練

初
動
対
応
重
要
さ
学
ぶ

初
動
対
応
重
要
さ
学
ぶ

「EV課税なしなら ガソリン 税も廃止を」
北関東エリア販売業者が言及

走行距離税導入求める声走行距離税導入求める声

税
負
担 
公
平
性
保
て
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長
）
は
、
磐

田
市
内
で

「
定
例
会

合
」
を
開

催
。
西
部
地

区
か
ら
支
部

長
、
役
員
が

参
集
し
た
。

　

冒
頭
、
石

代
淳
部
会
長

が
Ｓ
Ｓ
業
界

を
含
め
た
経

済
動
向
に
つ

い
て
「
県
内
の
あ
る
大
企

業
の
決
算
内
容
が
こ
の
ほ

ど
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、

水
道
光
熱
費
・
人
件
費
の

　
【
浜
松
市
＝
静
岡
】
静

岡
県
西
部
地
区
の
大
手
特

約
店
は
、
物
価
上
昇
（
イ

ン
フ
レ
）
手
当
て
と
し

て
、
従
業
員
の
給
与
に
毎

月
１
万
数
千
円
を
支
給
し

て
い
る
。
さ
ら
に
通
常
の

夏
・
冬
季
の
賞
与
（
ボ
ー

ナ
ス
）
に
加
え
て
、
特
別

賞
与
も
予
定
し
て
い
る
と

い
う
。

　

同
社
社
長
は
「
一
部
で

し
烈
な
価
格
競
争
が
続
い

て
い
る
も
の
の
、
全
体
的

に
み
る
と
ガ
ソ
リ
ン
マ
ー

ジ
ン
は
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
状
況
だ
。
自
動
車

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
も
従
業
員

の
努
力
、
奮
闘
に
よ
っ
て

順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

Ｓ
Ｓ
事
業
と
と
も
に
収
益

源
の
柱
で
あ
る
不
動
産
事

業
も
収
益
性
の
高
い
案
件

（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
を
中
京

地
区
で
複
数
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
会
社
全

体
の
収
益
で
は
、
マ
イ
ナ

ス
マ
ー
ジ
ン
で
も
経
営
が

成
り
立
つ
屈
強
な
財
務
体

質
を
最
近
数
年
で
築
き
上

げ
た
一
方
で
、
収
益
源
の

多
角
化
を
推
し
進
め
な
が

ら
も
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要
減

時
代
に
見
合
っ
た
マ
ー
ジ

ン
に
改
善
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
物
価
の
上
昇
が
続

い
て
い
る
間
は
、
手
当
て

も
毎
月
支
給
し
て
い
く
つ

も
り
だ
。
ま
た
通
常
の
夏

・
冬
季
賞
与
に
加
え
て
特

別
賞
与
も
予
定
し
て
い

る
。
利
益
は
従
業
員
に
で

き
る
だ
け
還
元
し
て
い
き

た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

　

－
－
－
自
動
車
の
電
動
化

に
強
い
危
機
感
を
抱
く
理

由
は

　
「
Ｅ
Ｖ
の
今
後
の
動
き

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭

素
に
対
し
て
正
し
い
の

か
、
電
力
供
給
や
Ｅ
Ｖ
の

製
造
破
棄
過
程
を
含
め
て

総
合
的
に
み
れ
ば
Ｅ
Ｖ
は

環
境
に
優
し
く
な
い
、
Ｈ

Ｖ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）

が
あ
ら
ゆ
る
面
で
最
も
バ

ラ
ン
ス
が
い
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
報
道
が
あ
る
。

経
済
は
正
し
い
こ
と
で
進

む
わ
け
で
は
な
く
、
主
流

に
な
っ
た
も
の
が
正
し
い

と
い
え
る
。
国
内
を
含
め

た
世
界
情
勢
か
ら
勘
案
す

る
と
、
Ｅ
Ｖ
化
の
動
き
は

か
な
り
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

進
ん
で
い
く
と
感
じ
て
い

る
」。

　

－
－
－
Ｅ
Ｖ
よ
り
も
Ｈ
Ｖ

の
ほ
う
が
現
実
的
で
は
な

い
か

　
「
個
人
的
な
考
え
を
含

め
た
多
く
の
日
本
人
の
本

音
と
し
て
、
例
え
ば
ト
ヨ

タ
自
動
車
は
マ
ク
ロ
的
な

視
点
で
自
動
車
の
電
動
化

の
普
及
を
図
る
べ
く
、
Ｈ

Ｖ
の
電
動
化
技
術
に
関
す

る
特
許
を
無
償
で
オ
ー
プ

ン
に
し
て
い
る
も
の
の
、

と
く
に
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

は
Ｈ
Ｖ
で
は
ト
ヨ
タ
に
技

術
的
に
追
い
つ
く
こ
と
が

で
き
ず
、
Ｅ
Ｖ
の
方
向
に

走
っ
た
の
だ
と
思
う
。
長

い
時
間
軸
で
判
断
し
て

も
、
石
油
燃
料
で
走
行
す

る
自
動
車
は
過
半
数
以
上

を
占
め
て
い
る
と
推
測
す

る
も
の
の
、
Ｅ
Ｖ
化
の
流

れ
に
備
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」。

　

－
－
－
Ｅ
Ｖ
化
時
代
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か

　
「
２
０
３
０
〜
２
０
４

０
年
に
お
い
て
国
内
の
新

車
、
中
古
車
総
数
全
体
で

Ｈ
Ｖ
、
ガ
ソ
リ
ン
車
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
が
ど
の
く
ら

い
の
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て

い
る
の
か
は
誰
も
正
確
な

数
字
は
分
か
ら
な
い
。
た

だ
し
ど
の
よ
う
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
が
主
流
に
な
っ
た
と

し
て
も
自
動
車
そ
の
も
の

は
決
し
て
な
く
な
る
わ
け

で
は
な
く
、
経
営
的
に
対

応
で
き
る
準
備
は
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
当
社
の

展
開
と
し
て
は
ま
っ
た
く

異
な
る
業
界
に
参
入
す
る

の
で
は
な
く
、
自
動
車
関

連
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し
た

戦
略
、
施
策
を
推
し
進
め

て
い
く
」。

　

－
－
－
自
動
車
関
連
ビ
ジ

ネ
ス
の
具
体
的
な
戦
略
、

施
策
に
つ
い
て

　
「〝
静
岡
八
幡
店
（
や
は

た
ｇ
ａ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）〞
は

給
油
機
能
が
な
い
も
の

の
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
車

販
、
車
検
、
保
険
で
の
集

客
、
収
益
化
の
背
中
が
み

え
て
き
た
。
レ
ン
タ
カ
ー

は
カ
ー
ケ
ア
セ
ル
フ
長
沼

Ｓ
Ｓ
が
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
実
績
を
維
持
し
て
い

る
。
加
え
て
洗
車
、
ボ
デ

ィ
ー
リ
ペ
ア
関
連
へ
の
期

待
感
も
大
き
い
。
中
期
経

営
３
カ
年
計
画
で
本
年

　
【
静
岡
】
静
岡
シ
ェ
ル
石
油
販
売
（
出
光
系
＝
本

社
静
岡
市
）
の
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
が
好
調
だ
。

池
田
孝
男
社
長
は
「
Ｓ
Ｓ
業
界
は
一
般
的
な
小
売
業

と
同
様
に
ガ
ソ
リ
ン
マ
ー
ジ
ン
で
粗
利
益
率
20
％
超

を
目
指
す
べ
き
」
と
強
調
す
る
一
方
で
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
戦
略
に
つ

い
て
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し
て
い
く
と
明

言
。
ま
た
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
化
の
動
き
は
か
な

り
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
く
と
読
む
。
池
田
社

長
に
経
営
方
針
を
聞
い
た
。

　
【
静
岡
】
静
岡
県
内
Ｓ

Ｓ
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
ス
タ
ッ
フ
平
均
時
給
が

１
０
０
０
円
と
な
り
、
上

向
き
傾
向
だ
。

　

慢
性
的
な
人
手
不
足
、

物
価
上
昇
（
イ
ン
フ
レ
）

の
た
め
と
み
ら
れ
、
さ
ら

に
静
岡
労
働
局
が
10
月
５

日
か
ら
県
内
の
最
低
賃
金

を
31
円
引
き
上
げ
、
時
間

額
９
４
４
円
に
改
定
し
た

こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　

大
手
求
人
媒
体
の
タ
ウ

ン
ワ
ー
ク
（
リ
ク
ル
ー
ト

社
）
に
よ
る
11
月
下
旬
の

県
内
平
均
時
給
は
１
０
２

６
円
。
全
国
平
均
は
１
１

４
５
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｓ
業
界
と
時
給
面
で

競
合
す
る
業
種
・
業
界
別

に
み
る
と
、
飲
食
／
フ
ー

ド
系
は
フ
ァ
ミ
レ
ス
・
レ

ス
ト
ラ
ン
（
ホ
ー
ル
ス
タ

ッ
フ
）
９
９
６
円
、
居
酒

屋
（
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
）

１
０
０
０
円
、
そ
の
他
飲

食
店
（
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ

フ
）
９
９
９
円
、
キ
ッ
チ

ン
ス
タ
ッ
フ
（
フ
ァ
ミ
レ

ス
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）
９
７

５
円
、
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ッ

フ
（
居
酒
屋
）
９
８
８

円
、
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ッ
フ

（
そ
の
他
飲
食
店
）
９
８

７
円
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

９
９
４
円
、
カ
フ
ェ
・
喫

茶
店
１
０
０
３
円
、
宅
配

デ
リ
バ
リ
ー
１
０
２
９

円
、
食
品
製
造
・
販
売
９

８
１
円
、
ケ
ー
キ
屋
・
ス

イ
ー
ツ
１
０
０
０
円
、
焼

肉
屋
１
０
０
７
円
、
う
ど

ん
・
蕎
麦
屋
９
７
７
円
、

寿
司
屋
・
回
転
寿
司
９
９

１
円
、
ラ
ー
メ
ン
屋
１
０

７
６
円
、
弁
当
屋
９
４
８

円
、
惣
菜
・
デ
リ
・
デ
パ

地
下
９
８
２
円
、
ピ
ザ
屋

９
７
７
円
、
フ
ー
ド
コ
ー

ト
１
０
１
８
円
、
皿
洗
い

・
洗
い
場
９
９
３
円
、
そ

の
他
飲
食
／
フ
ー
ド
１
０

０
１
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
系
は
コ
ン
ビ
ニ
９

６
５
円
、
レ
ジ
９
８
７

円
、
家
電
量
販
店
・
携
帯

販
売
（
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
）

１
２
５
８
円
、
イ
ン
テ
リ

ア
・
雑
貨
販
売
１
０
０
２

円
、
ア
パ
レ
ル
１
０
０
６

円
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売

９
８
６
円
、
ス
ー
パ
ー
９

９
９
円
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
９
８
０
円
、
そ
の
他
販

売
９
９
１
円
だ
っ
た
。

　

Ｓ
Ｓ
業
界
が
分
類
さ
れ

て
い
る
接
客
／
サ
ー
ビ
ス

は
警
備
員
・
監
視
員
１
２

５
０
円
、
清
掃
員
・
掃
除

９
９
１
円
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
・
洗
浄
１
０
１
１
円
、

Ｓ
Ｓ
１
０
０
０
円
、
冠
婚

葬
祭
関
連
（
ブ
ラ
イ
ダ
ル

・
結
婚
式
場
他
）
１
０
４

２
円
、
家
事
代
行
１
０
０

９
円
、
洗
車
１
１
５
７

円
、
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
１

０
５
５
円
。

　

物
流
／
配
送
系
は
ド
ラ

イ
バ
ー
助
手
１
１
３
４

円
、
ド
ラ
イ
バ
ー
・
運
転

手
１
１
７
８
円
、
セ
ー
ル

ス
ド
ラ
イ
バ
ー
１
２
０
０

円
、
牛
乳
配
達
・
新
聞
配

達
１
３
５
０
円
、
バ
イ
ク

便
１
１
３
５
円
、
配
達
・

配
送
１
１
１
４
円
、
引
越

し
１
２
０
４
円
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
１
２
７
６
円
、

そ
の
他
物
流
／
配
送
１
１

１
１
円
。

　

地
方
都
市
で
若
者
を
中

心
に
人
気
の
高
い
業
界
、

業
種
の
工
場
／
製
造
系
で

は
、
製
造
業
１
２
８
１

円
、
自
動
車
・
輸
送
用
機

械
製
造
１
３
１
８
円
と
な

っ
て
い
る
。

12
月
〜
２
月
晴
れ

の
日
多
い
見
込
み

山

梨

県

３
カ
月
天
気
予
報

　
【
甲
府
】
日
本
気
象
協

会
が
、
山
梨
県
内
を
含
む

関
東
甲
信
地
方
の
向
こ
う

３
カ
月
の
天
気
予
報
を
発

表
し
た
。

　

◎
天
気
全
般
▽
12
月
＝

平
年
と
同
様
に
晴
れ
の
日

が
多
い
▽
１
月
＝
平
年
と

く
ら
べ
て
晴
れ
の
日
が
多

い
▽
２
月
＝
平
年
と
同
様

に
晴
れ
の
日
が
多
い

　

◎
気
温
▽
12
月
＝
平
年

よ
り
低
い
30
％
・
平
年
並

み
40
％
・
平
年
よ
り
高
い

30
％
▽
１
月
＝
平
年
よ
り

低
い
40
％
・
平
年
並
み
40

％
・
平
年
よ
り
高
い
20
％

▽
２
月
＝
平
年
よ
り
低
い

40
％
・
平
年
並
み
30
％
・

平
年
よ
り
高
い
30
％

　

降
水
量
▽
12
月
＝
平
年

よ
り
少
な
い
30
％
・
平
年

並
み
40
％
・
平
年
よ
り
多

い
30
％
▽
１
月
＝
平
年
よ

り
少
な
い
40
％
・
平
年
並

み
40
％
・
平
年
よ
り
多
い

20
％
▽
２
月
＝
平
年
よ
り

少
な
い
40
％
・
平
年
並
み

30
％
・
平
年
よ
り
多
い
30

％
－
と
予
測
し
て
い
る
。

　
【
磐
田
市
＝
静
岡
】
静

岡
県
石
商
・
協
（
鈴
木
裕

司
理
事
長
）
西
部
会
（
石

代
淳
部
会
長
・
副
理
事

上
昇
が
リ
ス
ク
と
な
っ
て

い
た
。
Ｓ
Ｓ
業
界
も
同
様

の
問
題
に
直
面
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
商
環
境
の
再

構
築
が
急
務
だ
」
と
指
摘

し
た
。

　

さ
ら
に
鈴
木
裕
司
理
事

長
が
11
月
16
日
に
東
京
で

開
か
れ
た
「
石
油
増
税
反

対
総
決
起
大
会
」
の
詳
細

に
つ
い
て
▽
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は

崩
壊
の
危
機
に
あ
る
▽
自

動
車
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

不
公
平
な
課
税
の
是
正
を

求
め
る
▽
石
油
関
連
の
増

税
、
炭
素
税
の
導
入
に
反

対
－
な
ど
を
説
明
し
、
国

や
政
府
に
対
し
て
合
成
燃

料
（
ｅ
－
ｆ
ｕ
ｅ
ｌ
）
関

連
の
予
算
増
大
を
求
め
た

こ
と
を
伝
え
た
。

　

続
け
て
合
成
燃
料
に
つ

い
て
は
「
既
存
の
イ
ン
フ

ラ
、
内
燃
機
関
（
エ
ン
ジ

ン
）
を
使
用
で
き
る
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
原

料
調
達
か
ら
製
造
ま
で
す

べ
て
国
内
で
行
う
場
合
の

製
造
コ
ス
ト
は
㍑
当
た
り

７
０
０
円
で
、
こ
の
う
ち

水
素
が
６
３
０
円
と
大
き

な
コ
ス
ト
を
占
め
て
い

る
。
元
売
は
早
期
実
用
化

に
向
け
て
利
益
を
研
究
、

投
資
に
振
り
向
け
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
ガ
ソ
リ
ン
不
当

廉
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定

に
つ
い
て
「
自
民
党
の
石

油
流
通
問
題
議
員
連
盟
に

鈴木裕司理事長（左）と石代淳部会長

　
【
甲
府
】
山
梨
県
石
商

・
協
（
西
川
一
也
理
事

長
）
は
、
甲
府
市
内
で

「
定
例
役
員
会
」
を
開
催

し
、
県
内
各
地
か
ら
役

員
、支
部
長
が
参
集
し
た
。

　

冒
頭
、
西
川
一
也
理
事

長
が
「
原
油
価
格
は
†
80

㌦
前
後
で
推
移
し
て
お

り
、
ガ
ソ
リ
ン
の
Ｓ
Ｓ
店

頭
全
国
平
均
は
㍑
１
６
８

円
前
後
と
な
る
な
か
、
適

正
マ
ー
ジ
ン
の
確
保
が
難

し
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
一
方
で
長
期
化
す
る

原
油
価
格
の
高
騰
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
な
ど
に
よ
っ

て
国
内
の
物
価
上
昇
（
イ

ン
フ
レ
）
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
消
費
者
の
生
活
を

圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
企
業
の
な
か
に
は
物

価
上
昇
に
対
応
す
べ
く
従

業
員
に
一
時
金
と
し
て
手

当
て
の
支
給
を
行
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
、
と
報
道
さ
れ
て
い

る
」
と
述
べ
「
Ｓ
Ｓ
業
界

は
物
価
上
昇
に
同
様
の
対

応
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
経
営
を
行
っ
て
い
け
ば

い
い
の
か
。
ま
ず
は
主
力

収
益
源
の
石
油
製
品
で
適

正
な
マ
ー
ジ
ン
、
利
益
を

得
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
、
声
を
大
に
し
て
訴
え

て
い
き
た
い
。
ガ
ソ
リ
ン

不
当
廉
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

改
定
は
わ
れ
わ
れ
の
意
見

が
反
映
さ
れ
た
。
ま
た
２

０
２
２
年
度
第
２
次
補
正

予
算
案
（
石
油
流
通
関

係
）
は
１
８
０
億
円
と
な

り
、
こ
の
よ
う
な
補
助
事

業
を
積
極
的
に
活
用
し
、

収
益
力
を
高
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寒
さ

も
厳
し
く
な
る
な
か
、
冬

季
商
戦
に
期
待
を
込
め
な

が
ら
組
合
員
の
み
な
さ
ま

と
と
も
に
商
い
を
伸
ば

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
第
８
波
に
気
を
つ
け
つ

つ
励
ん
で
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

議
事
で
は
西
川
一
也
理

事
長
を
議
長
に
藤
本
文
彦

専
務
理
事
が
▽
総
合
経
済

対
策
・
補
正
予
算
案
▽
石

油
増
税
反
対
総
決
起
大
会

▽
給
油
所
の
競
争
状
況
に

関
す
る
地
域
別
実
態
調
査

な
ど
の
具
体
的
な
説
明
を

行
っ
た
。

　

第
２
次
補
正
予
算
案

（
石
油
流
通
関
係
）
に
お

け
る
「
Ｓ
Ｓ
の
事
業
再
構

築
・
経
営
力
強
化
事
業
」

（
１
８
０
億
円
）
の
補
助

対
象
設
備
と
当
該
設
備
ご

と
の
予
算
額
は
▽
ベ
ー
パ

ー
回
収
設
備
（
３
・
５
億

円
）
▽
地
下
タ
ン
ク
更
新

（
21
億
円
）
▽
地
下
タ
ン

ク
撤
去
な
ど
（
５
・
９
億

円
）
▽
省
エ
ネ
型
洗
車
機

（
58
・
５
億
円
）
▽
官
公

需
シ
ス
テ
ム
（
４
０
０
０

万
円
）
▽
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
（
30
億
円
）
▽
省
エ
ネ

型
ロ
ー
リ
ー
（
41
・
１
億

円
）
▽
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
給

油
シ
ス
テ
ム
（
４
・
７
億

円
）
▽
灯
油
タ
ン
ク
ス
マ

ー
ト
セ
ン
サ
ー
（
１
・
６

億
円
）
▽
中
核
Ｓ
Ｓ
自
家

発
電
設
備
（
６
・
１
億

円
）
▽
経
営
力
強
化
人
材

育
成
（
５
億
円
）
▽
事
務

費
（
２
・
２
億
円
）
と
な

っ
て
い
る
。

　

な
お
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
▽
12
月
上
旬
＝
補

正
予
算
成
立
（
見
込
み
）

▽
12
月
〜
２
０
２
３
年
１

月
＝
執
行
団
体
の
採
択
▽

１
〜
２
月
＝
交
付
決
定
・

繰
り
越
し
な
ど
の
手
続
き

▽
２
〜
３
月

＝
執
行
団
体

に
よ
る
事
業

者
向
け
補
助

事
業
の
公
募

開
始
－
と
し

て
い
る
。

　

な
お
次
回

の
役
員
会
は

12
月
20
日
正

午
か
ら
「
山

梨
県
地
場
産

業
セ
ン
タ
ー

か
い
て
ら

す
」（
甲
府

市
）
で
開
催

予
定
と
な
っ

て
い
る
。

山
梨
県
内
各
地
か
ら
支
部
長
、

役
員
が
参
集

　
【
静
岡
】
静
岡
労
働
局
（
石
丸

哲
治
局
長
）
は
10
月
５
日
か
ら
静

岡
県
最
低
賃
金
を
31
円
引
き
上
げ

て
時
間
額
（
時
給
）
を
「
９
４
４

円
」
と
し
て
い
る
（
写
真
）。

　

最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て
は

７
月
１
日
、
静
岡
労
働
局
長
か
ら

静
岡
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
（
畑

隆
会
長
）
に
対
し
諮
問
を
行
っ

た
。
同
審
議
会
は
審
議
の
結
果
、

８
月
９
日
に
現
行
の
時
間
額
９
１

３
円
を
31
円
引
き
上
げ
て
９
４
４

円
に
改
正
す
る
（
引
上
率
３
・
40

％
）
こ
と
が
適
当
で
あ
る
旨
の
答

申
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
静
岡
労
働
局
長

は
「
答
申
内
容
の
公
示
な
ど
所
要

の
手
続
き
を
経
て
、
静
岡
県
最
低

賃
金
を
時
間
額
９
４
４
円
と
す
る

決
定
を
行
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　
【
磐
田
市
＝
静
岡
】
浜

松
石
油
業
共
同
組
合
（
鈴

木
裕
司
理
事
長
）
は
、
磐

田
市
内
で
「
定
例
理
事

会
」
を
開
催
し
、
浜
松
地

区
か
ら
理
事
役
員
が
参
集

し
た
。
議
事
で
は
桑
原
俊

明
専
務
理
事
が
協
議
事
項

の
報
告
、
詳
細
の
具
体
的

な
説
明
を
行
い
、
理
事
役

員
が
各
地
域
の
将
来
に
向

け
た
石
油
情
勢
、
課
題
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
実

施
し
た
。

　

な
お
10
月
31
日
時
点
の

組
合
事
業
所
数
は
49
、
Ｓ

Ｓ
数
は
１
０
９
で
、
減
少

に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て

い
る
も
の
の
、
ピ
ー
ク
時

に
く
ら
べ
て
事
業
所
数
は

１
６
９
、
Ｓ
Ｓ
数
は
２
５

０
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
【
昭
和
町
＝
山
梨
】
複

数
の
事
情
通
に
よ
る
と
、

山
梨
県
昭
和
町
の
元
売
販

売
子
会
社
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
を

台
風
の
目
と
す
る
、
し
烈

な
価
格
競
争
が
続
い
て
い

た
地
域
が
現
在
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
㍑
１
６
０
円
台
前
半

で
落
ち
着
き
を
み
せ
て
お

り
、
徐
々
に
鎮
静
化
し
つ

つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

昭
和
町
〜
甲
府
方
面
を

中
心
に
こ
れ
ま
で
の
仕
入

れ
コ
ス
ト
上
昇
に
対
す
る

看
板
価
格
、
販
売
価
格
へ

お
け
る
Ｓ
Ｓ
の
新
た
な
利

活
用
を
求
め
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
の
議
論

の
な
か
で
▽
総
販
売
原
価

の
よ
り
精
緻
な
把
握
▽
影

響
要
件
の
明
確
化
▽
よ
り

実
効
性
の
あ
る
事
件
処
理

の
３
点
に
つ
い
て
強
く
要

望
し
、
そ
の
結
果
、
業
界

の
意
見
が
お
お
む
ね
反
映

さ
れ
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
改
定
さ
れ
た
こ
と
は
成

の
未
転
嫁
分
が
積
み
上
が

っ
て
き
た
も
の
の
、
値
戻

し
の
た
び
に
市
況
下
落
を

繰
り
返
し
、
低
空
飛
行
状

態
が
続
い
て
い
た
。

　

多
く
の
Ｓ
Ｓ
業
者
は

「
元
売
販
売
子
会
社
だ
か

ら
こ
そ
需
要
減
時
代
に
即

し
た
率
先
垂
範
の
姿
勢
で

市
況
再
構
築
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
県
内
人
口
は

約
80
万
人
で
、
需
要
は
首

都
圏
地
区
と
く
ら
べ
て
限

果
の
第
一
歩
だ
が
、
重
要

な
の
は
改
定
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
不
当
廉
売
審

査
の
実
効
性
向
上
で
、
確

認
の
た
め
に
も
不
当
廉
売

の
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
に

対
し
て
は
よ
り
積
極
的
に

申
告
す
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
板
倉
正
浩
専
務
理

事
が
▽
全
石
連
の
当
面
の

政
策
要
望
▽
ガ
ソ
リ
ン
不

（
２
０
２
２
年
）
は
最
初

の
１
年
目
に
な
る
が
、
自

動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら

得
る
粗
利
益
が
前
倒
し
で

ガ
ソ
リ
ン
マ
ー
ジ
ン
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
た
。
一

方
で
マ
ー
ジ
ン
は
い
ぜ
ん

と
し
て
収
益
源
の
柱
で
、

Ｓ
Ｓ
業
界
は
一
般
的
な
小

売
業
と
同
様
に
粗
利
益
率

20
％
超
を
目
指
す
べ
き

で
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要
減
時

代
に
見
合
っ
た
適
正
マ
ー

ジ
ン
確
保
で
将
来
へ
の
投

資
を
推
し
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

ら
れ
て
い
る
た
め
、
ス
モ

ー
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
見
合

っ
た
マ
ー
ジ
ン
が
必
要
と

な
る
。
さ
ら
に
地
方
で
も

省
燃
費
な
Ｈ
Ｖ
（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
）
が
一
般
的
に

な
り
、
今
後
は
Ｅ
Ｖ
（
電

気
自
動
車
）
を
含
め
て
自

動
車
の
電
動
化
が
加
速
し

て
く
る
だ
ろ
う
」
と
需
要

減
を
強
く
意
識
し
た
採
算

販
売
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

当
廉
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改

定
▽
２
０
２
２
年
度
第
２

次
補
正
予
算
（
石
油
流
通

関
係
）
▽
新
た
な
総
合
経

済
対
策
に
お
け
る
「
激
変

緩
和
事
業
」
に
関
す
る
記

述
▽
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
防
止
に
関
わ
る
２
０

２
２
年
度
緊
急
対
策
▽
全

石
連
共
同
事
業
ニ
ュ
ー
ス

－
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的

な
説
明
を
行
っ
た
。

西川一也理事長

山
梨
県
石
商 

定
例
役
員
会

レンタカーが県内トップクラスの
カーケアセルフ長沼ＳＳ

静岡県内西部地区から
支部長、役員が参集

静岡県 最低賃金31円引き上げ944円静岡県 最低賃金31円引き上げ944円

立
て
直
し
望
む
声
増
え
る

Ｅ
Ｖ
化
の
動
き 

柔
軟
に
対
応

「「  
自
動
車
関
連

ビ
ジ
ネ
ス  
特
化
戦
略
進
め
る
」

特
化
戦
略
進
め
る
」

静岡シェル石油販売 池田孝男社長に聞く

光
熱
費
、人
件
費
高
騰
が
リ
ス
ク

「
商
環
境
の
再
構
築

「
商
環
境
の
再
構
築  

急
務
」

急
務
」
静岡県石商西部会 
定 例 会 合

過
当
競
争 

徐
々
に
鎮
静
化
か

レ
ギ
ュ
ラ
ー
160
円
台
前
半
推
移

山梨県昭和町
周 辺 市 況

補
助
事
業
活
用 

収
益
力
高
め
る

「
石

油

製
品
で 

適
正
マ
ー
ジ
ン
を
」

10
月
末

時

点 

49
事
業
所
・109
Ｓ
Ｓ
に

浜
松
石
協 

定
例
理
事
会
開
催

イ
ン
フ
レ
手
当
て
支
給

静岡県西部
地区特約店

特
別
賞
与
も 

従
業
員
に
還
元

ＳＳバイト平均時給1000円へ
静岡県内

人手不足や物価上昇が影響
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